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8月30日

中京高等学校軟式野球部が、第67回全
国高校軟式野球選手権大会で、３年ぶり
の全国最多となる11回目の優勝を勝ち
取り、優勝旗を持って帰還しました。



市
は
、
大
学
や
高
校
と
連
携
協
定
を

締
結
し
、
産
業
、
文
化
、
福
祉
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
相
互
に
協
力
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と「
若
者
や
研
究
者
の

参
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
」、「
社
会
貢

献
を
通
じ
優
れ
た
人
材
の
育
成
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。

連
携
協
定
校

・中
京
学
院
大
学（
Ｈ
25
）

・市
内
3
高
等
学
校（
Ｈ
28
）

・中
部
大
学（
Ｈ
31
）

・岐
阜
大
学（
Ｒ
2
）

令
和
３
年
度
域
学
連
携
事
業
実
績
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
お
け
る
新
た
な
域

学
連
携
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は「
瑞
浪
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」を
制
定
し
て
お
り
、
市
民
と
と

も
に
市
民
協
働・
市
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代

に
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
市
と

域
学
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
高

校・
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
瑞
浪
市
役
所「
ミ

ラ
イ
創
ろ
ま
い
課（
＊
）」を
結
成
し
ま

し
た
。

「
ミ
ラ
イ
創
ろ
ま
い
課
」で
は
、
自
ら

が
企
画
し
た
地
域
活
動
に
大
人
を
巻
き

込
み
な
が
ら
実
践
す
る
こ
と
を
通
じ
、

若
者
が
進
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
ま
ち
に〝
に
ぎ
わ
い
〟を
創
出
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
外
部
講

師
と
一
緒
に
な
っ
て
企
画
を
検
討
し
、

市
の
魅
力
向
上
や
課
題
解
決
に
向
け
て

活
動
を
行
い
ま
す
。

＊
ミ
ラ
イ
創
ろ
ま
い
課
は
、
仮
想
的
に

行
政
組
織
の
課
名
を
模
し
た
学
生
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

条
例
等
で
規
定
さ
れ
て
い
る
正
式
な

市
の
部
署
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
種
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
に
お
い
て
、「
事
業

に
協
力
し
て
ほ
し
い
」「
商
店
街

や
観
光
の
活
性
化
を
図
り
た

い
」な
ど
、　

各
学
校
と
の
連
携

事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場

合
ま
た
は
、
ミ
ラ
イ
創
ろ
ま
い

課
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
市
民
協
働
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
本
件
記
事
も
域
学
連
携
を
活

用
し
、
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
記
事

作
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
市
民
協
働
課

　
　
　
　
　
☎
６
８
─９
７
５
６

　6月13日のミライ創ろまい課の発足式では、市長より委嘱状を代表の学生に交付し、学
生からはこの活動に対する抱負を宣言してもらいました。自らが企画する地域活動につい
ての熱のこもった宣言で、これからの活動へ、期待が高まりました。

　今後の活動について検討していくにあたり、SDGsの考え方を活かし、地方創生を実現する方法に
ついて参加者全員で対話し、考え、体験するカードゲーム「SDGs de 地方創生」を、外部講師の指導
のもと行いました。地域のさまざまな担い手として参加することで、どのように活動し、どのように
まちに働きかけていくかが、まちの発展度に影響を与えること、つまり、地域の一人一人に、まちの
未来が委ねられていることを体感してもらいました。こうした体験などを通じて、これからも活動し
ていきます。ミライ創ろまい課の今後の活躍にご期待ください！！

　Nintendo Switch用ゲームソフト「あつまれどうぶつの森」を活用し、ゲーム内に瑞浪市オリジナルで、
魅力たっぷりな「みずなみ島」の制作にも協力しました。この活動を通じて、学生のシビックプライド（ま
ちへの誇り、愛着、共感）の醸成に加え、市外の方に瑞浪市の魅力を知ってもらうきっかけになりました。

　新たな試みとして、域学連携活動を通じた市のシティプロモーションにも協力しました。瑞浪のい
いところを見つける、再発見する！をコンセプトとした、瑞浪市の８地区全域で開催のInstagramに
よるフォトコンテスト「＃いいかも瑞浪」へ参加し、実際に見て、触って、写真を撮って、投稿してと、
瑞浪市の魅力発信に一役買いました。

「あつまれどうぶつの森」を活用した、シティプロモーション活動についての参加協力

Instagramフォトコンテスト「＃いいかも瑞浪」への参加協力

　域学連携推進事業交付金を
活用して地域活性化または課
題解消のための調査・研究お
よび実践活動を行いました。

域学連携推進事業交付金

　瑞浪市民公園で開催したこ
いのぼり祭でのバサラ演舞で
イベントを盛り上げました。

こいのぼり祭でのバサラ演舞

　成人式にて迫力あふれる演
奏で祝典ムードを演出し「新成
人の門出を地域で祝う」という
思いを体現しました。

今年も
、

「＃いい
かも瑞

浪」

開催中
です！

成人式での太鼓演奏など

瑞
浪
市
役
所「
ミ
ラ
イ
創
ろ
ま
い
課
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

大
学・高
等
学
校
と
の 

域
学
連
携

進
め
て
い
ま
す
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まちづくり指標 設　問

住みよさ 瑞浪市は住みやすいところだと感じますか

定住 瑞浪市に住み続けたいと思いますか

市政満足度 瑞浪市を総合的に見てどのように感じますか

分　野 施策の項目 設　問

健康福祉

地域福祉
社会保障

地域の支え合いや社会保障が充実しており、
安心して暮らせるまちだと思いますか

高齢者福祉
介護

高齢者が地域で元気に暮らせるまちだと思い
ますか

生活環境
公共交通 利用しやすい公共交通が整っているまちだと

思いますか

消防・防災 災害・火災・急病などに対する備えをしていま
すか

都市基盤
道路・河川 必要な道路が整備され、安全で快適に生活が

できているまちだと思いますか

まちなみ 誇りのもてる、魅力あるまちなみだと思いま
すか

産業経済
工業 働きやすいまちだと思いますか

観光 市内の観光資源の魅力が高まっているまちだ
と思いますか

教育文化

就学前教育
学校教育

学校・家庭・地域が連携して子どもの成長と安
全を支えているまちだと思いますか

文化・芸術
文化財

日頃から文化・芸術や郷土の歴史や文化に親
しんでいますか

協働の
まちづくり

協働の
まちづくり

地域での交流や活動が活発に行われているま
ちだと思いますか

行財政運営 市民ニーズに合った事業が行われ、まちが良
くなってきていると思いますか

本
年
度
の「
地
域
懇
談
会
～
市
長
と
語

る
会
～
」で
は
、
第
１
部
の
テ
ー
マ
を「
10

年
、
20
年
先
の
瑞
浪
市
の
姿
に
つ
い
て
」

と
し
、
現
在
策
定
中
の
第
７
次
瑞
浪
市
総

合
計
画
期
間（
令
和
６
～
15
年
度
）に
実
施

を
予
定
し
て
い
る
主
要
事
業
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、「
地
域
の
課
題
か
ら
未
来

を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
と
し
、
地
域
が
有

す
る
課
題
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
今
後
の
行
政
運
営
お
よ
び
、
各

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
展
開
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
効
果
の
高
い
施
策
や
事
業
を
展

開
し
て
い
く
た
め
に「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
結
果
を

ご
報
告
し
ま
す
。

〈
地
域
懇
談
会
～
市
長
と
語
る
会
～
〉

本
年
度
の「
市
長
と
語
る
会
」は
、
10
地

区
、
４
５
１
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０

人
を
対
象
に
実
施
し
、４
６
８
人（
46・８
％
）

の
方
か
ら
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
第
６

次
瑞
浪
市
総
合
計
画
」の
目
標
指
標
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
の
中
か
ら
主
要

な
も
の
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
計
結
果
か
ら
、令
和
４
年
６
月
調
査

時
点
で
令
和
５
年
度
の
目
標
値
を
超
え
て

い
る
分
野
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
全
体
と
し
て
、昨
年
度

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
同
様
に
、長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
に
よ
り
、多
く
の
市
民
が

健
康・医
療
に
不
安
を
抱
え
、ま
た
経
済
活

動
の
停
止
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止・延
期
さ
れ

る
な
ど
、市
民
同
士
や
市
民
と
行
政
の
交
流

の
機
会
が
大
幅
に
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、情

報
発
信・収
集
面
で
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
、市

の
取
り
組
み
が
市
民
に
見
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
事
態
を

踏
ま
え
た
事
業
計
画
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、引
き
続
き
各
事
業
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊「
市
長
と
語
る
会
」お
よ
び「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
詳
細
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
合
せ　

企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
☎
６
８
─９
７
４
０

〈
市
民
の
意
見
〉

昨
今
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
自

治
会
の
役
員
選
出
に
苦
慮
し
て
い
る
。
他

地
域
の
状
況
は
い
か
が
か
。

〈
市
長
の
回
答
〉

特
に
周
辺
部
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
自
治
会
か
ら
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
過
去
の
事
例
と
し
て
、
区

や
班
を
統
合
し
た
組
織
も
あ
れ
ば
、
区
同

士
で
協
議
を
し
た
結
果
、
統
合
に
至
ら
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

市
主
導
で
統
合
な
ど
を
進
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、
そ
の
地
域
の
方
々
で
協
議
し
て

決
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
市
民
協
働
課
が
窓
口
と
な
り
自
治
会

組
織
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
市
民
の
意
見
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
デ
マ
ン

ド
交
通
の
採
用
と
着
実
に
成
果
を
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
次
の
段
階
で
は
最
も
交
通

不
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
地
域
に
目

を
向
け
、
市
民
の
福
祉
や
平
等
性
に
も
合

致
す
る
よ
う
、
福
祉
行
政
の
１
つ
と
し
て

政
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
新
病
院

自
治
会
組
織
の
今
後
に
つ
い
て

交
通
不
便
地
域
の
解
消
に
つ
い
て

と
の
移
動
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
も
期

待
し
て
い
る
。

〈
市
長
の
回
答
〉

利
用
実
態
を
見
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
で
満
足
い
た
だ
け

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
市
民
の

皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
今
利
用

で
き
な
い
地
域
の
皆
さ
ま
も
利
用
で
き
る

交
通
支
援
は
な
い
か
、
他
市
の
先
進
事
例

を
参
考
に
し
、
検
討
を
始
め
て
い
る
た
め
、

少
し
お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

〈
市
民
の
意
見
〉

移
住
希
望
者
を
増
や
す
た
め
、
瑞
浪
市

に
住
み
た
く
な
る
方
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

〈
市
長
の
回
答
〉

ハ
ー
ド
面
は
、
ま
ち
の
魅
力
や
利
便
性
、

安
全・
安
心
な
ま
ち
に
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
現
在
、
瑞
浪
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
や
、
道
の
駅
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。

ソ
フ
ト
面
は
、
子
育
て
世
帯
の
保
育
環

境
や
小・
中
学
校
の
教
育
環
境
等
が
、
定

住
の
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
移
住
定
住

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
開
設
し
、
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
に
住
み
た
く
な
る
方
策
に
つ
い
て

「
地
域
懇
談
会
～
市
長
と
語
る
会
～
」お
よ
び「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
報
告
し
ま
す

地区名 参加者数
（名） 地区名 参加者数

（名） 地区名 参加者数
（名）

稲津 51 明世 39 釜戸 35

大湫 39 瑞浪（寺河戸等） 39 日吉 69

陶 66 土岐 30
合計 451

瑞浪（小田） 44 瑞浪（山田） 39

地区別参加者数（開催順）

「第６次瑞浪市総合計画」の目標指標に対する市民の皆さんの満足度
（「満足」「やや満足」「ふつう」「はい」「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合）

（％）
0　     20　    40       60       80     100

（％）
0　     20　    40       60       80     100

凡例　■目標値（R5） ■実績値

凡例　■目標値（R5） ■現状値

77.0%

72.0％

70.0％

47.0％

50.0％

67.0％

50.0％

45.0％

34.0％

72.0％

32.0％

63.0％

50.0％

91.0％

92.0％

61.3％

65.4％

57.9％

28.4％

48.5％

59.4％

42.3％

36.7％

22.5％

63.9％

23.1％

45.5％

36.3％

78.8％

76.9％
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住
民
票･

戸
籍
の
請
求
や
各
種
届
出
の
際
の

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
、
手
放
せ
な
い
１
枚

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

毎
週
火・木
曜
日
は
市
民
課
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

�

お
父
さ
ん
を
応
援
し
ま
す

市
で
は
、
個
人
情
報
の
不
正
取
得
や
虚
偽
の
届
出
な
ど
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
に
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
請
求
や
住
所
の

異
動
届
出
お
よ
び
戸
籍
の
届
出
な
ど
の
手
続
き
時
に
、
窓
口
に
来
た

方
の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
人
確
認
が
で
き

な
い
場
合
に
は
証
明
書
の
交
付
な
ど
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
の
法
律
上
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す

の
で
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
確
認
の
方
法（
証
明
書
は
有
効
な
も
の
に
限
り
ま
す
）

　
顔
写
真
の
付
い
た
公
的
な
身
分
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、運
転
免
許
証
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、在
留
カ
ー
ド
、

特
別
永
住
者
証
明
書
な
ど
）を
お
持
ち
の
方
は
、１
点
で
確
認
し
ま
す
。

顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
と

年
金
手
帳
な
ど
、
本
人
と
分
か
る
も
の
２
点
以
上
で
確
認
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
に
は
、
印
鑑
登
録
証
と
本
人
確
認
書
類

の
両
方
が
必
要
で
す
。

○
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
は
、
顔
写
真
付
き
証
明
書
が
な
い
場
合
、
即

日
登
録
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
戸
籍
関
係
の
証
明
書
は
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
直
系
親
族
の
方
へ

の
交
付
、
住
民
票
は
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
へ
の
交
付
が
原

則
で
す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

市
民
課
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
時
間

　
平
日　
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で（
火
曜・木
曜
は
19
時
ま
で
）

　
休
日　
毎
月
第
２
日
曜
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
要
事
前
予
約
。
予
約
は
毎
月
１
日
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。）

＊
申
請
の
際
は
、
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

市
民
課　
☎
６
８
─９
７
８
４

◆
開
設
日
時	

毎
週
火･

木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）　
17
時
15
分
～
19
時

◆
開
設
場
所	

市
民
課
の
窓
口

＊
市
民
課
で
の
各
種
証
明
発
行
に
つ
い
て
は
、
本
人
確
認
の
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
お
、
条
件
に
よ
り
証
明
書
が
交
付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
し
の
交
付
、
戸
籍（
除
籍・改
製
原
）謄
本
お
よ
び
抄
本
の
交
付
、
印
鑑
登
録
お
よ

び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付（
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
必
要
で
す)

、
転
入・
転
出・
転
居
な
ど
の

届
出
お
よ
び
戸
籍
届
出
の
受
付
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付・申
請
お
よ
び
電
子
証
明
書
の

更
新

＊
戸
籍
届
出･

住
所
異
動
な
ど
に
伴
う
諸
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
開
庁
時
間
内
に
市
役
所
ま
で
お
越
し
に
な
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
事
前
に
電
話
で
ご
予

約
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
休
日（
土･

日･

祝
日
の
8
時
30
分
～
17
時
）に
住
民
票
の
写
し(

除

票
は
除
く) 

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
。

延
長
窓
口
取
扱
業
務

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
就
業
や
就
学
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
給
付
金
も
事
前
に
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
看
護
師（
准
看
護
師
）や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取

得
の
た
め
、
１
年
以
上（
支
給
対
象
期
間
の
上
限
は
４

年
）養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に「
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
」を
、
修
業
終
了
後「
高
等
職
業
訓
練
修
了
支

援
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

市
内
に
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
で
、
次

の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
ま
た
は

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

・
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
養
成
機
関
に
お
い
て
、
１

年
以
上
（
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
修
業
を
開
始

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
６
カ
月
以
上
。
）
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま

れ
る
こ
と

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

・
過
去
に
同
給
付
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

対
象
要
件

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
医
療
事
務
や
経
理
、
情
報
処
理
な
ど
の
仕
事
に
必
要
な
技
能
や
資
格
を
取
得
す
る
た

め
、
指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
、
修
了
し
た
場
合
に
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。
な
お
、
受
講
前
に
申
請
し
、
対
象
講
座
の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
で
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

・
当
該
教
育
訓
練
が
適
職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

・
過
去
に
同
給
付
金
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

対
象
講
座
の
受
講
の
た
め
に
支
払
っ
た
費
用
の
60
％
（
１
万
２
千
円
を
超
え
て
20
万
円

ま
で
）

＊
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓
練
給

付
と
の
差
額
支
給
と
な
り
ま
す
。

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　
母
子
家
庭
等
の
経
済
的
自
立
、
子
ど
も
の
福
祉
増
進
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
い
ま
す
。

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
ま
た
は
男
子

・
子
が
20
歳
以
上
に
な
っ
た
母
子
家
庭
の
母

・
父
母
が
い
な
い
20
歳
未
満
の
子

事
業
開
始
、
事
業
継
続
、
技
能
習
得
、
就
職
支
度
、
修
学
・
就
学
支
度
、
医
療
介
護
ほ

か

�

◎
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課　
☎
６
８
─２
１
１
５

対
象
要
件

支
給
額

対
象
者

貸
し
付
け
の
種
類

分類 訓練促進給付金 訓練修了支援給付金

市町村民税非課税世帯 月額100,000円 50,000円

市町村民税課税世帯 月額  70,500円 25,000円

支給額

＊養成機関における最終の１年間に関しては訓練促進給付金月額に40,000円加算されます。

62022.10　広報みずなみ7 2022.10　広報みずなみ



シリーズみずなみ健康21

みずなみ
健康21
（第2次）

循環器
疾患

糖尿病

栄養・
食生活

こころ
の健康

歯・口腔
の健康

身体活動
・運動

がん

飲酒

喫煙
早期にがんを発見できる期間は限られています。

◎問合せ　健康づくり課　☎ 68-9785

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
、
が
ん

に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
が
ん
は
30
年
以
上
、
日
本
人
の
死
因
の

第
１
位
で
す
。
そ
し
て
、
男
性
は
約
４

人
に
１
人
、
女
性
は
約
６
人
に
１
人
が

が
ん
で
亡
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
２
０
２
０
年
デ
ー
タ
）。

　

昔
は「
が
ん
＝
不
治
の
病
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在

は
医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
早
期
に

発
見
で
き
れ
ば
、
半
数
以
上
は
治
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
初
期
の
が
ん
で
は
、
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

が
ん
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
自
覚
症

状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

な
ぜ
が
ん
に
な
る
の
？

　
人
間
の
体
は
約
60
兆
個
と
い
う
膨
大
な

細
胞
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
細
胞
は
毎
日
、

新
陳
代
謝
と
細
胞
分
裂
に
よ
っ
て
一
定

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
常
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
細
胞
分
裂
の
際
に
加
齢
や
ス
ト
レ

ス
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
等
が
原
因
で
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
傷
が
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る

と
、
遺
伝
子
が
突
然
変
異
を
起
こ
し
、
死

滅
せ
ず
に
激
し
く
分
裂
を
繰
り
返
し
て
増

殖
し
て
い
く
細
胞
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が「
が
ん
細
胞
」で

す
。

　

免
疫
機
能
が
正
常
に
働
い
て
い
れ
ば
、

発
生
し
た
が
ん
細
胞
は
退
治
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
加
齢
と
と
も
に
免
疫
力

は
低
下
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
が
ん

細
胞
が
た
っ
た
１
つ
で
も
生
き
残
っ
て
し

ま
う
と
、
そ
れ
が
徐
々
に
成
長
し
、
や
が

て
が
ん
が
発
症
し
ま
す
。

が
ん
の
危
険
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う

　
が
ん
の
発
症
に
は
、
遺
伝
も
関
係
し
ま

す
が
、
日
頃
の
生
活
習
慣
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の「
が
ん
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
」で
、
が

ん
の
危
険
度
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ェ
ッ
ク
の
数
が
多
い
ほ
ど
、
が
ん
に

か
か
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

早
期
が
ん
を
発
見
で
き
る
期
間
は

短
い

　

発
生
し
た
１
個
の
が
ん
細
胞
は
、
目

立
っ
た
症
状
が
な
い
ま
ま
増
え
続
け
、
約

10
年
～
20
年
か
け
て
、
一
般
的
に
が
ん
検

診
で
発
見
で
き
る
１
㎝
程
度
の
大
き
さ
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
２
㎝
程

度
の
大
き
さ
に
な
る
の
は
わ
ず
か
１
～
２

年
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
進
行
が
ん
と
な

り
、
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
ま
れ
に
、

よ
り
急
激
に
進
行
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
肺・
大
腸
が
ん
検
診
は
１

年
に
１
回
、
胃・
乳・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は

２
年
に
１
回
の
受
診
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
ま
で
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
、
前
回
の
検
診
か
ら
間
が
空
い
て
い

る
方
は
、
早
期
が
ん
を
発
見
で
き
る
機
会

を
逃
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
は
自
覚
症
状
等
の
な

い
健
康
な
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
既

に
何
ら
か
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
、
次

回
の
検
診
を
待
た
ず
、
早
急
に
医
療
機
関

へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
胃
が
ん
検
診
：
国
の
指
針
で
は「
対
象

年
齢
50
歳
以
上
、
検
診
間
隔
は
隔
年
」で

す
が
、
瑞
浪
市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ「
40

歳
以
上
、
毎
年
受
診
」が
可
能
で
す
。）

市
の
が
ん
検
診
は
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
検
診
で
す

　
職
場
等
で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

方
は
、
対
象
年
齢
に
な
っ
た
ら
市
の
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
検
診
の
結
果「
要
精
密
検
査
」と

判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
医
療
機
関
へ

受
診
し
、
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

がん早期発見の鍵は
「定期的ながん検診」

【
が
ん
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
】

□
40
歳
以
上（
女
性
は
30
歳
以
上
）

□
喫
煙
中
ま
た
は
、
以
前
喫
煙
し
て
い
た

□
身
近
に
喫
煙
者
が
い
る

□
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い

□
定
期
的
に
運
動
を
し
て
い
な
い

□
肥
満
気
味
で
あ
る

□
お
酒
を
１
日
２
合
以
上
飲
む

□
肉
料
理
、
ハ
ム・
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
を
よ

く
食
べ
る

□
野
菜
や
果
物
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

□
塩
分
の
多
い
食
品
を
よ
く
食
べ
る

□
熱
い
飲
食
物
を
よ
く
摂
る

□
親
族
で
が
ん
に
か
か
っ
た
人
、
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
人
が
い
る

□（
女
性
）初
潮
が
早
い
、
閉
経
が
50
歳
以

上
□（
女
性
）出
産
経
験
が
な
い
、
初
産
年
齢

が
30
歳
以
上

□（
女
性
）性
交
経
験
が
あ
る

　がんの予防には、禁煙が最も効果的です。
　本事業の利用には、12月1日までに治
療を開始する必要があります。その他の
条件や詳細は、QRコード
をご覧いただくか健康づく
り課へお問い合わせくださ
い。

令和4年度が最終チャンス
禁煙治療費助成事業の

お知らせ

令和4年度　瑞浪市がん検診

検診名 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 乳がん検診 子宮頸部がん検診

検診内容 バリウム検査 胸部Ｘ線検査 便潜血反応検査 マンモグラフィ
検査

子宮頸部の
細胞診検査

対象者 40歳以上 40歳以上女性
（R3受診者を除く）

20歳以上女性
（R3受診者を除く）

自己負担金 各500円 1,000円 500円

検診期間 令和5年1月12日まで 11月26日まで 12月末日まで

受診方法 検診車による集団検診（予約制）
市発行の受診票を
持参し指定医療機

関へ受診

生涯でがんにかかる確率（2018年データ）
がんの統計2022より

部位 男性 女性

胃 10人に1人 21人に1人

肺 10人に1人 20人に1人

大腸 10人に1人 13人に1人

乳房 ― 9人に1人

子宮頸部 ― 76人に1人

各検診の詳細や日程等は右のQRコードからご覧いただくか、
健康づくり課　☎ 68-9785　へお問い合わせください。
＊胃がん検診を安全に実施するため、75歳以上の方は当日の問診の結果、
検査できない場合があります。 子宮頸がん検診 胃・肺・大腸・乳がん検診
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地区 日　　時 会　　場 定員
土岐 11/ 8　（火）19時～20時30分 防災センター　研修室 30名
明世 11/ 8　（火）19時～20時30分 市民体育館 第2競技場 25名
瑞浪 11/ 9　（水）19時～20時30分 総合文化センター　講堂 40名
日吉 11/ 9　（水）19時～20時30分 日吉コミュニティーセンター 多目的ホール 25名
陶 11/10（木）19時～20時30分 陶コミュニティーセンター 多目的ホール 25名

釜戸 11/10（木）19時～20時30分 釜戸コミュニティーセンター 多目的ホール 25名
稲津 11/11（金）19時～20時30分 稲津コミュニティーセンター 多目的ホール 25名
大湫 11/11（金）19時～20時30分 大湫コミュニティーセンター 講堂 25名

令
和
５
年
度

瑞
浪
市
奨
学
金
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

釜
戸
公
民
館
で
、さ
さ
エ
ー
ル
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

「
高
齢
者
支
援
の
キ
ホ
ン
教
室
」

　
市
で
は
、
優
秀
な
学
力･

資
質
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
困
難
な
高

校
生･

大
学
生
な
ど
に
奨
学
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
瑞
浪
市
奨
学
生
は
４
月
に
募
集
し
ま
す
の
で
、
進
路
選
択
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
市
は
意
欲
あ
る
学
生
の
皆
さ
ん
の
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
奨
学
金
の
額　

高
校
生　

月
額
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　

大
学
生　

月
額
３
万
円　

入
学
時
に
一
時
金
20
万
円

対
象
枠

対
象
者  

＊
専
門
学
校
、
通
信
教
育・公
開
講
座
は
対
象
外
で
す

高
校
生

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校・特
別
支
援
学
校
高
等
部・高

等
専
門
学
校
に
在
学（
進
学
）す
る
者

大
学
生

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学・
短
期
大
学・
大
学
院（
大
学
時
瑞

浪
市
奨
学
金
を
支
給
さ
れ
て
い
た
者
を
除
く
）・
高
等
専
門
学
校

専
攻
科
に
在
学（
進
学
）す
る
者

◆
応
募
資
格

・
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
者
の
子
で
、
成
績
優
秀
な
方
。

　
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

◆
募
集
人
員　
　

高
校
生　

10
人
以
内　
　
　

大
学
生　

10
人
以
内

◆
募
集
期
間　
　

令
和
５
年
４
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）

＊
詳
細
な
応
募
資
格
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
令
和
５
年
２
月
中
旬
以
降
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

◎
問
合
せ　

教
育
総
務
課　
☎
６
８
─９
８
３
１

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
第
７
次
瑞
浪
市
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
市
民
参
画
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

〈
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
in

み
ず
な
み（
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）〉

　
「
学
生
が
語
り
合
う〝
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
〟
～
居
心
地
の
い
い
ま

ち
に
向
け
て
～
」を
テ
ー
マ
に
、

未
来
を
担
う
中
学
生
か
ら
大
学
生

ま
で
１
０
９
名
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〈
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

　
市
民
の
皆
さ
ま
な
ど
の
意
識
や

現
状
等
を
把
握
す
る
た
め
、各
種
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ

ら
４
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
総

合
的
に
分
析
し
、第
７
次
瑞
浪
市
総

合
計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
５
ペ
ー
ジ
に
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
の一部
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

や
想
い
を
伺
う
機
会
を
設
け
ま
す

の
で
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
☎
６
８
─９
７
４
０

　

市
議
会
で
は
日
頃
の
議
会
活

動
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り

や
す
く
報
告
し
、
自
由
に
意
見

を
交
換
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
年
度
は
市
内
全
８
地
区
で
開

催
し
ま
す
の
で
最
寄
り
の
会
場

に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第
１
部

市
議
会
か
ら
の
報
告

（
20
分
程
度
）

市
議
会
か
ら
、
議
会
の
活
動
を

報
告
し
ま
す
。

第
２
部

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
60
分
程
度
）

各
地
域
に
お
け
る
協
働
へ
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま

た
は
変
更
す
る
場
合
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
６
７
─１
１
１
２

　
高
齢
者
支
援
の
方
法
や
心
構
え
な
ど
、「
支
援
の
コ
ツ
」に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
で

す
。
本
講
座
全
４
回
の
う
ち
２
回
以
上
受
講
さ
れ
た
方
は
、
さ
さ
エ
ー
ル
会
員
登
録

資
格
が
得
ら
れ
ま
す（
40
歳
以
上
の
方
）。

◆
日　

時　
11
月
14
日（
月
）10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
11
月
21
日（
月
）10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
11
月
30
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
　
12
月
２
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時　
計
４
回　

	

◆
場　

所　
釜
戸
公
民
館

◆
講　

師　
中
部
学
院
大
学
教
員
、
訪
問
介
護
事
業
所
職
員
、
理
学
療
法
士
、

　
　
　
　
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

◆
内　

容　
高
齢
者
の
気
持
ち
と
接
す
る
と
き
の
心
構
え

　
　
　
　
　
各
場
面
に
お
け
る
具
体
的
な
支
援
の
コ
ツ（
実
習
あ
り
）

　
　
　
　
　
体
に
や
さ
し
い
介
護
の
コ
ツ（
実
習
あ
り
）

　
　
　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

◆
参
加
費　
無
料

◆
定　

員　
30
名
程
度

◆
申　

込　
11
月
７
日（
月
）ま
で
に
高
齢
福
祉
課（
☎
６
８
─２
１
１
７
）へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
さ
さ
エ
ー
ル
会
員
は
、瑞
浪
市
高
齢
者
安
心
支
え
あ
い
ポ
イ
ン
ト
制
度（
さ
さ
エ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
制
度
）に
基
づ
き
高
齢
者
へ
の
支
援
活
動
を
す
る
方
で
す
。
本
制
度

は
、支
援
者
自
身
の
介
護
予
防
と
地
域
で
の
支
え
あ
い
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

会
員
へ
活
動
に
応
じ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商
品
券
と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

	

◎
問
合
せ　
高
齢
福
祉
課　
☎
６
８
─２
１
１
７

返済
不要

第７次瑞浪市総合計画（令和6～15年度）策定中！ ～市民参画イベント開催報告～

フューチャーセッションinみずなみ開催内容
瑞浪高校、中京高校、麗澤瑞浪中学・高校、中京学院大学（瑞浪キャンパス）

日　付 内　容

6 月16日 市長と語る会（第7次総合計画にかかる主要事業概要説明、意見交換）

7 月 1 日 学生による瑞浪市の「強み」「弱み」の洗い出し

7 月 8 日 理想とする将来像、その実現に向けた取り組みのまとめ

7 月26日 第１回から第３回までのまとめ発表

中京学院大学（中津川キャンパス）

日　付 内　容

6 月29日 学生による瑞浪市の「強み」「弱み」の洗い出し

7 月20日 理想とする将来像、その実現に向けた取り組みのまとめ

7 月27日 第１回、第２回のまとめ発表

8 月 1 日 市長と語る会（第7次総合計画にかかる主要事業概要説明、意見交換）

各種アンケートの回答率
市民

アンケート
小中学生

アンケート
企業アンケート 市職員

アンケート市内 市外
配布数（件） 1,000 625 － 30 390
有効回答数

（件） 468 555 10 0 342

回答率
（％） 46.8 88.8 － 0.0 87.7

▲中京学院大学生との市長と
語る会（8月1日）

▲チームでまとめた内容を発表す
る学生（7月26日）
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この公表は、｢瑞浪市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例｣に基づくもので、
市職員の給与･定員管理などの状況を、広く皆さんに理解していただくことにより、
その公正性と透明性を高めることを目的としています。

部門別職員数の状況� （令和4年4月1日現在）
区　分

部　門
職　員　数 対前年

増減数
主な増減理由

令和3年 令和4年

一般行政

議会 4 4
総務 71 65 ▲6 事務の統廃合縮小に伴う減員等
税務 21 23 2 市民税係、固定資産税係の業務量増加に伴う増員
労働 1 1
農林 14 14
商工 10 9 ▲1 国際陶磁器フェスティバル事務局への派遣終了に伴う減員
土木 26 25 ▲1 病気休職取得者の退職に伴う減員
民生 103 103
衛生 36 36
小計 286 280 　

特別行政
教育 34 34 　
消防 60 59 ▲1 新規採用予定者の辞退に伴う減員
小計 94 93

公営企業
など

水道 6 6
下水道 14 14
その他 15 17 2 育児休業取得に伴う欠員の補充
小計 35 37

合　　計 415 410 ▲5
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者などを含み、非常勤職員を除いています。

（1）対象者	
　全職員
（2）評価基準日
　2月1日
（3）評価期間
　令和3年4月1日～令和4年3月31日

（1）人件費の状況（普通会計決算見込み）

区　分
住民基本台帳

人口（R4.3.31）
歳出総額

A
実質収支

人件費
B

人件費率
（B/A）

（参考）2年度の
人件費率

3年度 36,355人 17,328,756千円 725,210千円 3,200,088千円 18.5％ 15.1％
（注１）実質収支は、歳入総額、歳出総額の差し引きから、翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた金額です。
（注２）人件費には、特別職に支給される給料、報酬なども含まれています。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分
職員数

A

給　与　費
１人当たり給与費

（B/A）給　　料 職員手当
計
Bうち期末･勤勉手当

4年度 379人（0） 1,297,198千円 761,723千円 509,199千円 2,058,921千円 5,433千円
（注１）職員手当には退職手当、児童手当は含まれていません。
（注２）（  ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

１．職員数に関する状況

２．職員の人事評価の状況
(4)評価者

被評価者 １次評価者 ２次評価者
部長級 副市長 －
課長級 部長等 副市長
課長補佐・係長級 課長等 部長等
一般職員・技能職員
保育士・幼稚園教諭

課長補佐・園長
係長等

課長等

３．職員の給与の状況

（3）職員の平均給料月額･平均給与月額および平均年齢の状況 （令和4年4月1日現在）

 区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢

市 304,300円 354,400円 41.3歳 288,700円  325,700円 52.6歳

（注）一般行政職は、一般職のうち税務職･医療技術職･保健職･福祉職･消防職･技能労務職･教育職･企業職を除いた職員をいいます。一般職
410人のうち一般行政職は201人、技能労務職は23人です。

（4）職員の初任給の状況 （令和4年4月1日現在）

区　　　分
市 国

決定初任給
採用2年経過日

給　料　額
決定初任給

採用2年経過日
給　料　額

一般行政職
大学卒 182,200円 193,900円 182,200円 193,900円
高校卒 150,600円 158,900円 150,600円 158,900円

（5）職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況 （令和4年4月1日現在）
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 257,800円 307,000円 351,900円
高校卒 214,800円 253,500円 316,400円

技能労務職 230,300円 254,400円 274,900円
（注1）経験年数とは、卒業後ただちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数をいいます。
（注2）該当する経験年数の職員がいない等の場合は、近似の階層の平均額や、想定される標準的な給料月額等を記載しています。

（6）一般行政職の級別職員数の状況 （令和4年4月1日現在）
区　　　　　　分 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級

計
標準的な職務内容 部　長 課　長 課長補佐 係　長 主　査 主　事 主　事
職　員　数　（人） 11（0） 20（0） 45（0） 24（0） 40（0） 28（0） 33（0） 201（0）
構　成　比　（%） 5.5 10.0 22.4 11.9 19.9 13.9 16.4 100.0

参考
1年前の構成比（%） 5.9 9.9 18.3 13.4 15.9 16.3 20.3 100.0
5年前の構成比（%） 6.2 11.2 16.3 16.3 7.3 19.1 23.6 100.0

（注1）職員数は、本市給与条例に基づく給料表の各級の在級者数です。
（注2）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
（注3）（  ）は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです

（7）勤務成績の昇給への反映状況（行政職給料表一の適用者） （令和3年度）
昇給基準

区　分
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

極めて良好 特に良好 良好 やや良好でない 良好でない
特定職員　　　　　 8号給以上 6号給 3号給 2号給 0号給
　　〃　　（55歳以上） 2号給以上 1号給 0号給 0号給 0号給
一般職員　　　　　 8号給以上 6号給 4号給 2号給 0号給
　　〃　　（55歳以上） 2号給以上 1号給 0号給 0号給 0号給

（注）特定職員とは職務の級が6級以上の職員です。

（8）職員手当の状況
区　　分 市 国

期　末　手　当
勤　勉　手　当
（3年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.275月分 0.950月分 6月期 1.275月分 0.950月分

12月期 1.275月分 0.950月分 12月期 1.275月分 0.950月分
計 2.550月分 1.900月分 計 2.550月分 1.900月分

（注1）一般職員の支給割合です。職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。
（注2）勤勉手当の支給割合は、成績標準者に係るものです。

区　　分 市 国

退　職　手　当
（3年度末支給率）

自己都合 定年･勧奨 自己都合 定年･勧奨
勤続20年 19.67月分 24.59月分 勤続20年 19.67月分 24.59月分
勤続25年 28.04月分 33.28月分 勤続25年 28.04月分 33.28月分
勤続35年 39.76月分 47.71月分 勤続35年 39.76月分 47.71月分
最高限度額 47.71月分 47.71月分 最高限度額 47.71月分 47.71月分

１人あたり平均支給額 2,150千円 16,714千円
その他の加算措置 － その他の加算措置 定年前早期退職加算措置　2～45％

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、令和3年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

瑞浪市人事行政の運営等の状況を公表します

122022.10　広報みずなみ13 2022.10　広報みずなみ



特殊勤務
手当

（3年度普通会計）

区分 全職種
 職員全体に占める手当支給職員の割合  　17.6％
 支給対象職員1人当たり平均支給年額 75,800円
 手当の種類(手当数) 4種類

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当 清掃業務手当
多くの職員に支給
されている手当

出動手当
時　間　外
勤務手当

（普通会計）

3年度
支 給 総 額 83,323千円
 職員1人当たり支給年額  253千円

2年度
支 給 総 額 86,408千円
 職員1人当たり支給年額  264千円

地域手当

支給実績(3年度) 506千円
支給対象職員1人当たり平均支給額 101千円

支給対象地域 支給率 対象職員数
国の制度
(支給率）

岐阜市 6％ 2人 6％
多治見市 3％ 3人 3％

（令和4年4月1日現在）

区　分 内　　　容
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

扶養手当
①配偶者　  6,500円  
②子　　　10,000円　（16歳から22歳の子 … 5,000円加算）
③父母等　  6,500円

同 なし

住居手当 借家・借間に居住する職員  28,000円以内 同 なし

通勤手当
交通機関利用者　　　　　 　  6カ月定期券の価格
自動車など利用者（2km以上）　2,000円～31,600円

同 なし

（9）特別職の報酬などの状況 （令和4年4月1日現在）
区 　 分 月　　額 期末手当（3年度支給割合）

市 　 長 860,000円  6月期 2.200月分
 12月期 2.200月分
 計 4.400月分副 市 長 708,000円

議 　 長 430,000円
 6月期 2.200月分
 12月期 2.200月分
 計 4.400月分

副 議 長 400,000円
議会運営委員会の委員長

常任委員会の委員長 385,000円

議 　 員 375,000円

（1）一般職員の勤務時間の状況 （令和4年4月1日現在）

勤務時間
1週間当たり38時間45分、1日につき7時間
45分（8時30分～17時15分）

休憩時間 12時～13時
週 休 日 土曜日および日曜日

休 日
国民の祝日に関する法律に規定する休日、
12月29日から翌年1月3日までの日

（2）年次有給休暇などの取得状況 （令和3年度）
年次有給休暇平均取得日数 11.6日
病 気 休 暇  取 得 者 数 15人
介 護 休 暇  取 得 者 数 1人

取得者数
（令和3年度）

取得可能期間

育児休業 27人 子が3歳に達するまで

部分休業   7人
子が小学校就学の始期
に達するまで

自己啓発等休業   1人 2年または3年

（1）分限処分者数　　　7名
（2）懲戒処分者数　　　0名

（1）職務専念義務免除の承認件数　　　60件
（2）営利企業等従事の許可件数　　　　  2件

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５．職員の休業の状況

６．職員の分限および懲戒処分の状況（令和 3 年度）

７．職員の服務の状況（令和 3 年度）

営利企業などに再就職した元職員から現職職員に対し
て働きかけ（契約、許認可等の職務上の行為をするよう
な要求等）が行われた場合、公平委員会へ届け出ること
となっています。

区　　　分 修了者数
一 般 研 修 100人
専 門 研 修 263人
管理・監督者研修 77人
一般研修(長期) 0人
専門研修(長期) 0人
海 外 研 修 0人
合 計 440人

公務災害の認定 一般定期健康診断 人間ドック 特定業務従事者検査
2件 340人 70人 52人

採用の状況 （令和4年4月1日採用者数）
試験･区分名 職種 受験者数 合格者数 採用者数

職員採用
競争試験

一般事務職･技術職 31人 　8人 7人
消防職 7人 3人 2人

保育士･幼稚園教諭 4人 2人 2人
計 42人 13人 11人

（1）勤務条件に関する措置の要求　　　0件
（2）不利益処分に関する不服申し立て　0件

� ◎問合せ　秘書課　☎ 68-9743

８．職員の退職管理の状況（令和 3 年度）

９．職員の研修の状況（令和 3 年度）

10．職員の福祉および利益の保護の状況（令和 3 年度）

11．職員の競争試験および選考の状況

12．公平委員会の報告事項（令和 3 年度）

◎問合せ　健康づくり課　☎ 68-9785

自らの意思で接種を希望する方のみに接種を行う定
期予防接種です。

対 象 者

瑞浪市に住民票があり、本人の意思により
接種を希望される次の方
①接種日に満65歳以上の方
②接種日に満60歳以上65歳未満の方で、

心臓・じん臓・呼吸器の機能障がい、また
はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能障がいにより、自己身辺の日常生活活
動が極度に制限される（概ね身体障害者
手帳１級程度）方

実施期間 令和4年10月15日～令和5年1月31日

接種回数 1回のみ　※接種後に接種済証を発行する
ので、必ず保管してください。

自己負担額 1,800円

接種方法

下記医療機関へお申し込みください。（土岐
市指定医療機関でも接種が可能）
＊瑞浪市・土岐市以外で接種希望の方は、
健康づくり課までご連絡ください。

持 ち 物 健康保険証や運転免許証など住所・生年月
日が確認できるもの

対 象 者 瑞浪市に住民票があり、接種日に満1歳か
ら中学3年生までの方

実施期間 令和4年10月15日～令和5年1月31日

助成回数
①満1歳～満13歳未満…2回まで
　（2～4週間の間隔をおいて接種）
②満13歳以上…1回まで

助 成 額
1回につき2,000円（助成額を差し引いた
金額を医療機関にお支払いください。医療
機関により接種費用は異なります。）

接種方法 下記指定医療機関へお申し込み後、保護者
同伴の上、接種してください。

持 ち 物 母子健康手帳、福祉医療費受給者証など、
住所・生年月日が確認できるもの

下記の対象者で、指定医療機関（市内）で予防接種を
される方に、接種費用の一部を助成します。

　インフルエンザは、初冬から春先にかけて流行し、多くは自然治癒する疾患です
が、普通のかぜに比べて、肺炎、気管支炎などを合併し、重症化することが多いの
が特徴です。

　ワクチン接種を行うことで、発症を完全に防ぐことはできませんが、発病後の重症化や合併症の併発、死
亡の危険性が抑えられます。一方で、接種時の体調等によっては副反応を生じる場合もあります。予防接種
を受けることが適当でない、注意を要する方もありますので主治医とよくご相談ください。
　接種日程等は、医療機関により異なることがありますので、詳細は各医療機関にお問い合わせください。

　インフルエンザワクチンは不活化ワクチンですので、他の不活化ワクチン・生ワクチンを接種する際に
接種間隔の制限はありません。新型コロナウイルスワクチンに関しても、どちらかのワクチンを接種す
る前・後それぞれの接種間隔の制限はありません。詳細は主治医等にご相談ください。

＊高齢者の定期インフルエンザ予防接種により健康被害が発生し、厚生労働大臣が予防接種によるものと認定した場合
は、予防接種法に基づく健康被害救済の給付の対象となります。

インフルエンザ予防接種のお知らせ
高齢者のインフルエンザ定期予防接種 子どものインフルエンザ予防接種（任意）の費用助成

インフルエンザ

予防接種について

＜感染予防のために＞
　予防接種以外に、こまめな手洗い、十
分な休養、バランスのとれた食事が大切
です。不要不急の外出を避け、マスクの
着用も心がけましょう。

≪インフルエンザ予防接種市内指定医療機関一覧≫�
東濃厚生病院 68-4111 明生クリニック 68-0068 ●嶋﨑内科医院 67-2363
タチ医院 68-3043 大湫病院 63-2231 こせき醫院 68-1177
佐々木皮フ科 66-6611 わだ内科外科クリニック 68-3177 勝股医院 68-8896
セオ医院 68-2733 澤﨑内科クリニック 68-2525 東濃クリニック 66-2217
岩島医院 68-6116 ◎瑞浪病院 67-1221 東濃中央クリニック 67-1118
野田整形外科 68-1817 〇東濃眼科 67-3413 広瀬クリニック 66-2112
玉田医院 69-2005 ●石田医院 65-2390 ●印は子ども不可
◎印の医療機関は高齢者の定期通院患者・入院患者のみを対象、〇印の医療機関は小・中学生および高齢者を対象としています。
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現在、パレオパラドキシア瑞浪釜戸標本の表面を覆っている岩石を取り除くためのクリーニング作業を
行っています。覆っている岩石は意外ともろいため、主にアートナイフを使って手作業により岩石を除去
しています。岩石を取り除くと、首までつながった背骨やきれいに並んだ肋骨（ろっこつ）、のり巻きを束
ねたような黒光りする臼歯が残された頭の骨が姿を現し、９月末までに約80点もの骨が残っていることを
確認しました。　
また、骨の周りからは腐肉も食べるサメの一種「イタチザメ」の歯が多く見つかり、このパレオパラドキ
シアは死後、体の一部がイタチザメに食べられたことが判明しました。11月以降には、岩石から骨を取り
外す作業を始める予定ですが、作業完了までには約1年かかる見込みです。＜続く＞

パレオパラドキシア瑞浪釜戸標本のクリーニング作業見学会を開催します。学芸員が進捗状況や取り出
した化石について解説します。

開　催　日 時　　間
10月30日（日） ①11時～12時 ②14時～15時
11月 5 日（土）　 ③11時～12時 ④14時～15時
11月 6 日（日）　 ⑤11時～12時 ⑥14時～15時
11月12日（土） ⑦11時～12時 ⑧14時～15時
11月23日（水・祝） ⑨11時～12時 ⑩14時～15時
11月26日（土）　 ⑪11時～12時 ⑫14時～15時
11月27日（日）　 ⑬11時～12時 ⑭14時～15時

◆場所　化石博物館別館　　◆解説　当館学芸員他
◆定員　1回あたり10名� ◆対象　市内在住の方に限ります
◆申込方法　はがきに希望の日、時間帯、参加者氏名、住所、電話番号を明記の上、10月25日（火）までに

化石博物館にお送りください（25日必着）。定員を超えた場合は抽選を行い、当落に関わらず
後日ご案内のはがきを送付いたします。

消防・防災イベントを開催します。地震の揺れや煙の中などを体験して、「自分の命を守るための行動は
なにか？」を考えてみませんか。
また、今年の２月から運用開始した「多目的消防ポンプ自動車」を展示しますので、ぜひ、ご来場ください。

楽しいレクリエーションで健康づくりを始めませんか。
さまざまなレクリエーションを体験できるチャンスです。どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

◆日時　10月30日（日）10時～12時
◆会場　市民体育館　第１競技場
◆内容　レクリエーション体験コーナー
　　　　（フォークダンス、インディアカ、バウンドテニス、３Ｂ体操、
　　　　�マンカラ、ラダーゲッター、ワナゲ、ワンバウンドふらば～る等）
　　　　＊参加費無料・予約不要　参加者には、素敵な参加賞をプレゼント
　　　　＊室内用シューズをご持参ください。

� ◎問合せ　瑞浪市レクリエーション協会事務局�肥田　☎ 090-4184-3520

ぎふ清流レクリエーションフェスティバル2022
第4回瑞浪市レクリエーションフェスティバル

◆日　時　10月9日（日）9時30分~12時（雨天中止）
◆場　所　ピアゴ瑞浪店駐車場内
◆内　容　地震体験、煙体験、多目的消防ポンプ自動車展示、

ちびっこ救助隊体験、防災啓発コーナーなど
◆参加費無料・申込不要

＊本イベントは、新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で実施しますが、感染状況などにより中止する場合
があります。
＊発熱等ある場合は、ご来場をご遠慮ください。また、ご来場の際は、マスクの着用や消毒等にご協力ください。

◎問合せ　消防総務課　☎ 68-2001

消防・防災フェスタ in ピアゴ瑞浪店

「震度７」
� を体験しよう！！

◎問合せ　化石博物館　☎ 68-7710	

パレオパラドキシア瑞浪釜戸標本
クリーニング見学会

▲地震体験車

▲多目的消防ポンプ自動車

▲バウンドテニス ▲マンカラ

発掘の動画

臼歯（奥歯）の拡大

つながった背骨
並んだ肋骨

腰の骨

首の骨

頭の骨

クリーニング中の化石

み ず み 石 ビな 化 ナ 問合せ
☎ 68-7710

ニュース パレオパラドキシア瑞浪釜戸標本、クリーニング進行中！
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具・マ
ス
ク

◎
申
込・
問
合
せ　
小
里
川
ダ
ム
里

山
教
室　
　

 

６
５
─３
５
０
２

10
月
17
日
～
23
日
は
行
政
相
談
週

間
で
す

あ
な
た
の
暮
ら
し
の
中
で
、
市
役

所
や
国
の
機
関
、
国
立
病
院
な
ど
の

独
立
行
政
法
人
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ・
郵
便
局

な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、

不
満
を
感
じ
た
り
、
よ
く
分
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
声
を
総
務
大
臣

☎

☎

お
知
ら
せ

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
き
わ

事
業
案
内

◆
期
間　
10
月
２
日（
日
）～
30
日（
日
）

◆
時
間　
10
時
～
16
時

無
料
講
座

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
講

座
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

受
付
は
10
月
１
日（
土
）か
ら

　
（
電
話
申
込
可
）

ス
マ
ホ
教
室

初
心
者
向
け
の
ス
マ
ホ
と
ラ
イ
ン

の
教
室
で
す
。

◆
日
時　
①
10
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
②
10
月
26
日（
水
）

10
時
～
12
時（
両
日
共
）

◆
持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

◆
定
員　
各
日
６
名

腸
活
と
塩
麹
の
話

心
と
体
を
元
気
に
！
塩
麹
を
仕
込

ん
で
持
ち
帰
り
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

◆
定
員　
15
名

◆
材
料
費　
７
０
０
円

弁
護
士
個
人
法
律
相
談

無
料
で
お
一
人
30
分
、
弁
護
士
に

催
　
し

作
品
展
示「
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
作
品

展
」

よ
る
法
律
相
談
が
で
き
ま
す
。

◆
日
時　
①
10
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
②
10
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
③
11
月
８
日（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◆
定
員　
各
日
３
名

ふ
ろ
し
き
を
楽
し
く
使
い
こ
な
そ
う

ふ
ろ
し
き
で
い
ろ
い
ろ
な
包
み
結

び
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
28
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

◆
持
ち
物　
ふ
ろ
し
き

◆
定
員　
10
名

◎
申
込・
問
合
せ　
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
き
わ　
　

 

６
６
─１
２
８
２

セ
ラ
パ
ー
ク
楽
々
市（
入
場
無
料
）

手
作
り
作
品
や
陶
器
、
雑
貨
、
洋

服
、
食
品
な
ど
い
ろ
い
ろ
取
り
そ
ろ

え
た「
あ
き
ん
ど
市
」、
農
家
さ
ん
の

直
接
販
売
や
こ
だ
わ
り
の
加
工
品
が

並
ぶ「
青
空
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
29
日（
土
）・30
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

◆
会
場　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

◎
問
合
せ　
（
公
財
）セ
ラ
ミ
ッ
ク

パ
ー
ク
美
濃　
　

 

２
８
─３
２
０
０

和
！
み
っ
け　
美
術
館
で
手
づ
く

り
市和を

メ
イ
ン
と
し
た
手
づ
く
り
市
。

☎☎

和
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
和
雑
貨
が
大
集
合
！

◆
日
時　
11
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

◆
場
所　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道

◎
問
合
せ　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道

　

 

６
８
─０
５
０
５

美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム
30
周
年
記

念
事
業

◆
日
時　
10
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
開
演

◆
場
所　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

◆
講
師　
三
輪
嘉
六 

氏（
元
九
州
国

立
博
物
館
館
長
）他

◆
演
題　
戦
い
と
文
化
財 

他

◆
会
費　
当
日
１
日
会
費
２
０
０
０

円（
正
会
員
は
無
料
）

＊
そ
の
他
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る

映
画
監
督
で
あ
る
金
髙
謙
二
氏
の

講
演
や
作
品「
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
謎

の
リ
ス
ト
」と「
疎
開
し
た
40
万
冊

の
図
書
」の
映
画
上
映
や
、
三
輪

氏
と
金
髙
氏
の
対
談
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

◎
問
合
せ　
美
濃
源
氏
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
 

６
８
─３
１
４
３

瑞
浪
市
長
杯
争
奪
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会

◆
日
時　
10
月
23
日（
日
）

開
会
式
９
時
～
（
受
付
８
時
30
分
）

◆
場
所　
日
吉
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◆
参
加
費　
１
０
０
０
円

☎☎

が
委
嘱
し
た「
行
政
相
談
委
員
」が
お

聴
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
14
時

◆
場
所　
ハ
ー
ト
ピ
ア　
福
祉
ま
つ

り
会
場
内

◆
対
応　
行
政
相
談
委
員（
澤
井
芳

美 

氏・小
倉
弘
子 

氏
）

＊
毎
月
第
２
月
曜
日
の
13
時
30
分
～

16
時
は
、
市
役
所
１
階
市
民
相
談

室
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
活
安
全
課

　

 

６
８
─９
７
４
８

【
中
止
】第
55
回
瑞
浪
市
農
業
祭

11
月
13
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま

し
た「
第
55
回
瑞
浪
市
農
業
祭
」は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
瑞
浪
市
農
業
祭
実
行
委

員
会　
　

 

６
８
─５
２
６
７

瑞
浪
市
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
が

決
定
さ
れ
ま
し
た

令
和
５
年
２
月
21
日
任
期
満
了
の

市
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
が
決
定
し

ま
し
た
。
大
切
な
１
票
を
無
駄
に
し

な
い
よ
う
投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

◆
告
示
日
、
立
候
補
届
出
日

令
和
５
年
１
月
29
日（
日
）

◆
投・開
票
日

令
和
５
年
２
月
５
日（
日
）

◆
議
員
定
数　
16
人

☎

☎

◎
問
合
せ　
選
挙
管
理
委
員
会

　

 

６
８
─９
８
２
９

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
更
新
手
続

き
の
お
知
ら
せ

「
母
子
家
庭
等
」「
父
子
家
庭
」の
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は

10
月
31
日（
月
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、

９
月
上
旬
に
案
内
通
知
と
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
案
内
通
知

を
参
考
に
10
月
31
日（
月
）ま
で
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

が
遅
れ
ま
す
と
、
助
成
を
受
け
ら
れ

な
い
期
間
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
給
者
の
方
で
更
新
の
案
内
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊「
乳
幼
児
等
」の
受
給
者
証
は
、
今

回
、
更
新
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

＊
住
所
や
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
保
険
年
金
課

　

 

６
８
─２
１
１
９

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に

つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

☎☎

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
手
続
き
は
日

本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
実
施

し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

（
１
）老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
方
で

次
の
要
件
を
す
べて
満
た
し
て
い
る
方

　
①
65
歳
以
上
で
あ
る

　
②
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
で
あ
る

　

③
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

（
２
）障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得

額
が
約
４
７
２
万
円
以
下
で
あ
る
等

◆
手
続
方
法　
左
記
の
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

０
５
７
０
─０
５
─１
１
６
５

多
治
見
年
金
事
務
所

　

 

２
２
─０
２
５
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取・申
請

休
日
窓
口（
予
約
制
）を
開
設
し
ま
す

◆
日
時　
10
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
9
時
～
16
時
30
分

＊
予
約
方
法
な
ど
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
市
民
課

☎☎

　

 
６
８
─９
７
８
４

屋
外
広
告
物
現
地
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

岐
阜
県
で
は
、
良
好
な
景
観
の
形

成
と
公
衆
に
対
す
る
危
害
防
止
等
の

観
点
か
ら
、
店
舗
等
に
表
示
し
て
い

る
看
板
等
の
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
、

条
例
に
よ
り
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員

が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間　
10
月
１
日（
土
）～
令

和
５
年
１
月
31
日（
火
）

◆
調
査
場
所　
瑞
浪
地
区
の
主
要
道

路
沿
い

◆
調
査
内
容　
広
告
物
の
現
地
調
査

お
よ
び
写
真
撮
影

◎
問
合
せ　
都
市
計
画
課

　

 

６
８
─９
８
１
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

出
張
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
探
し

て
い
る
方
な
ど
に
対
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
多
治
見
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

の
職
業
相
談
担
当
者
が
出
張
し
相
談

に
当
た
り
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
相
談
室

◎
予
約・問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

多
治
見
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

 

２
２
─３
３
８
４

☎☎☎

182022.10　広報みずなみ19 2022.10　広報みずなみ



くらしの情報ガイド INFORMATION

不
動
産
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
の
無
料
相
談
会

不
動
産
取
引
に
関
わ
る
紛
争・
ト

ラ
ブ
ル
防
止
を
図
る
た
め
、
公
益
社

団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
の
会
員
に
よ
る
、
不
動
産
無
料
相

談
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

相
談
の
際
に
不
動
産
に
関
す
る
資

料
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
と
、
よ
り

具
体
的
な
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す（
空

き
家
に
関
す
る
相
談
も
可
能
で
す
）。

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
可
能
な
限
り

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

◆
場
所　
市
役
所
１
階　
市
民
相
談
室

◎
申
込・問
合
せ　
都
市
計
画
課

　

 

６
８
─９
８
９
０

税
務
署
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

～
税
務
署
に
行
か
ず
に
相
談
で
き

ま
す
～

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
所
得
税
の
確

定
申
告
の
ほ
か
、
国
税
に
関
す
る
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」ま
た
は

「
国
税
庁
ふ
た
ば
」と
検
索

多
治
見
税
務
署（ 　

 

２
２
─０
１

０
１
）へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
自
動

音
声
に
従
っ
て「
１
」を
選
択
す
る
と

☎イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
税
務
相
談
室

電
話
に
よ
る
相
談

☎

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
つ
な
が
り

ま
す
。

◎
問
合
せ　
多
治
見
税
務
署

　

 

２
２
─０
１
０
１（
代
表
）

瑞
浪
市
会
計
年
度
任
用
職
員（
保

健
師
）を
募
集
し
ま
す

◆
職
種　
保
健
師

◆
内
容　
保
健
業
務
全
般

◆
任
用
期
間　
11
月
６
日
～
令
和
５

年
３
月
31
日

◆
勤
務
条
件
　
月
～
金（
１
日
７
時
間
）

◆
報
酬　
時
給
１
３
５
５
円
～

（
片
道
２
㎞
以
上
は
通
勤
手
当
あ
り
）

◆
申
込　
専
用
の
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）ま

た
は
市
販
の
履
歴
書（
写
真
添
付
）に

免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、
健
康
づ

く
り
課
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

◆
申
込
期
限　
10
月
20
日（
木
）

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
応
募・問
合
せ
　
健
康
づ
く
り
課

　

 

６
８
─９
７
８
５

健
康
相
談（
要
予
約
）

◆
日
時　
10
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
9
時
～
11
時
20
分

☎

募
　
集

☎

健
　
康

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　
健
診
結
果
に
つ
い
て
、
禁

煙
相
談
に
つ
い
て

◆
担
当　
保
健
師・管
理
栄
養
士

＊
健
診
結
果
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
予
約・問
合
せ　
健
康
づ
く
り
課

　

 

６
８
─９
７
８
５

歯
科
休
日
在
宅
当
番
医（
救
急
）診
療

◆
日
付　
10
月
10
日（
月
）

◆
診
療
時
間　
９
時
～
15
時

◆
在
宅
当
番
医
院　
い
と
う
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

＊
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　

 

６
５
─４
５
６
７

こ
こ
ろ
の
相
談

◆
日
時　
10
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　
ひ
き
こ
も
り
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
、
怒
り
っ
ぽ
い
、
激
し
い
物
忘

れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
の
相
談

◆
担
当　
精
神
科
医
師
、
保
健
所
保
健
師

＊
前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
ご
家
族
が
代
理
で
相
談
し
て
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◎
予
約・問
合
せ

東
濃
保
健
所 

健
康
増
進
課

　

 
２
３
─１
１
１
１（
内
線
３
６
１
）

が
ん
検
診

◆
対
象
者　

40
歳
以
上
の
希
望
者

（
乳
が
ん
検
診
は
令
和
3
年
度
の
受

診
者
を
除
く
）

☎☎☎

◆
費
用　
個
人
負
担
金　
各
５
０
０

円（
乳
が
ん
検
診
の
み
１
０
０
０
円
）

県
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
次
の
①

～
④
の
生
ま
れ
の
方
は
令
和
4
年
度

に
限
り
、
胃
が
ん
検
診
が
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。

①
昭
和
35
年
4
月
2
日
～
昭
和
36
年
4
月
1
日

②
昭
和
39
年
4
月
2
日
～
昭
和
40
年
4
月
1
日

③
昭
和
43
年
4
月
2
日
～
昭
和
44
年
4
月
1
日

④
昭
和
47
年
4
月
2
日
～
昭
和
48
年
4
月
1
日

＊
令
和
４
年
度
の
乳
が
ん
検
診
は
、

11
月
で
終
了
で
す
。
お
早
め
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

＊
胃
が
ん
検
診
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
で
す
。

＊
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
等

で
健
康
づ
く
り
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
時
間
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
の
方
は
、

〈胃・肺・大腸がん検診〉
検診日 受付時間 場所

11/  2（水）

8時30分～11時
東濃厚生病院

健康管理センター
（駐車場無料）

11/  7（月）
11/13（日）
11/21（月）
11/25（金）

＜大腸・乳がん検診＞
検診日 受付時間 場所

11/10（木）13時～15時30分
保健センター11/26（土） 8時30分～11時

13時～15時30分

採
便
容
器
を
送
付
す
る
た
め
、
10

日
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎
予
約・問
合
せ　
健
康
づ
く
り
課

　

 

６
８
─９
７
８
５

子
宮
頸
が
ん
検
診

今
年
度
検
診
の
対
象
者
と
な
る
方

（
登
録
の
あ
る
方
）に
は
、
４
月
末
に

受
診
票
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
平

成
13
年
度
生
ま
れ
の
方
に
は
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
有
効
期
限
は
令
和
４
年
12

月
末
日
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
者　
20
歳
以
上
の
女
性（
令

和
３
年
度
の
受
診
者
を
除
く
）

＊
新
規
に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
料
金　
個
人
負
担　
５
０
０
円

◎
問
合
せ　
健
康
づ
く
り
課

　

 

６
８
─９
７
８
５

献
血・
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
日
時　
10
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時

◆
場
所　
瑞
浪
市
役
所　
西
分
庁
舎 

＊
献
血
は
４
０
０
ml
限
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
輸
血
用
血
液
の
確
保
が
困

難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

☎☎

登
録
会
も
実
施
し
ま
す
。
骨
髄
移
植

は
白
血
病
な
ど
の
病
気
の
治
療
法
の

一
つ
で
す
。
骨
髄
等
の
提
供
を
待
っ

て
い
る
方
を
助
け
る
た
め
に
は
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
す
。（
ド
ナ
ー
と
は
骨
髄
等
の

提
供
を
す
る
意
思
が
あ
る
方
で
す
。）

◎
問
合
せ　
健
康
づ
く
り
課

　

 

６
８
─９
７
８
５

『
ぎ
ふ・
す
こ
や
か
健
康
診
査
』が

始
ま
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

に
受
診
し
て
い
た
だ
く
生
活
習
慣
病

等
の
健
康
診
断「
ぎ
ふ・す
こ
や
か
健

康
診
査
」が
始
ま
り
ま
す
。
９
月
下

旬
に
送
付
し
た
受
診
券
等
を
持
参
の

上
、医
療
機
関
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
期
間　
10
月
１
日（
土
）～
令

和
５
年
１
月
31
日（
火
）

◆
持
ち
物　
受
診
券・健
康
保
険
証・

問
診
票

◆
事
前
予
約　
事
前
予
約
が
必
要
な

医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の
で
、
９
月

下
旬
に
送
付
し
た
受
診
券
に
同
封
の

医
療
機
関
一
覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
料　
５
０
０
円（
医
療
機
関

窓
口
で
支
払
い
）

＊
本
年
７
月
以
降
に
75
歳
に
な
ら
れ

る
方
は
、
誕
生
月
以
降
に
順
次
受

診
券
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
受

☎

診
券
等
を
再
発
行
し
ま
す
の
で
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ぎ
ふ・
さ
わ
や
か
口
腔
健
診（
虫

歯・歯
周
病
の
健
診
）も
引
き
続
き
実

施
中
で
す
。
お
口
の
健
康
の
た
め
、

ま
だ
未
受
診
の
方
は
ご
予
約
の
上
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い（
す
べ
て

の
歯
科
医
院
で
予
約
が
必
要
で
す
）。

◎
問
合
せ　
保
険
年
金
課

　

 

６
８
─２
１
１
９

ひ
ざ
痛・腰
痛
の
健
康
相
談（
要
予

約・無
料
）

足
腰
の
痛
み
な
ど
で
お
悩
み
の
方

を
対
象
に
、
リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ（
理

学
療
法
士
）が
運
動
指
導
な
ど
日
常

生
活
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時　
10
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
定
員　
４
名（
先
着
順
）

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー　
２
階
診
察
室

◆
申
込
期
限　
10
月
21
日（
金
）ま
で

に
電
話
に
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

＊
一
人
30
分
程
度
の
個
別
相
談
で
、

予
約
時
に
相
談
時
間
を
ご
案
内
し

ま
す
。

◎
予
約・問
合
せ　
高
齢
福
祉
課

　

 

６
８
─２
１
１
７

在
宅
医
療
を
考
え
る
市
民
講
座
の

お
知
ら
せ

在
宅
医
療
の
現
場
や
看
取
り
の
写

真
を
通
じ
て
、
い
の
ち
の
有
限
性
と
継

承
性
を
考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

☎☎

◆
日
時　
10
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

◆
内
容　
「
写
真
が
語
る
、
い
の
ち

の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
～
悲
し
く
も
あ
た

た
か
な
死
の
先
に
」

◆
講
師　

國
森
康
弘 
氏（
写
真
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

◆
定
員　
80
名（
予
約
制・先
着
順
）

◆
申
込　
高
齢
福
祉
課
へ
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込・問
合
せ　
高
齢
福
祉
課

　

 

６
８
─２
１
１
７

各
事
業
等
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
の
感
染
防
止
対
策

を
実
施
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

感
染
防
止
対
策
の
た
め
各
事
業
等

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
等
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
ま
た

は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☎

202022.10　広報みずなみ21 2022.10　広報みずなみ



陶
都
の
ま
も
り

～
多
治
見
警
察
署
だ
よ
り
～

【来館者200万人達成記念特別講座】
月刊誌「子供の科学」で長年にわたり電子工作の

連載を持つアーティスト
伊藤尚未先生による科学工作ワークショップ

サイエンスワールドホームページはコチラ
◆ＵＲＬ　https://www.sw-gifu.com/

令
和
４
年
度

	

全
国
地
域
安
全
運
動
に
つ
い
て

10
月
11
日（
火
）～
20
日（
木
）ま
で
の
間
、
岐
阜
県
警
察
、
岐
阜

県
、
岐
阜
県
防
犯
協
会
が
連
携
し
て
全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
地
域
安
全
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

活
動
重
点
は

〇
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

〇
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
防
止

〇
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗（
空
き
巣
、
忍
込
み
、
居
空
き
）

の
被
害
防
止

〇
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
対
象
の
万
引
被
害
防
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
期
間
中
は
、
侵
入
盗
や
ニ
セ
電
話

詐
欺
被
害
防
止
の
広
報
活
動
、
登
下
校
時

な
ど
の
見
守
り
活
動
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

等
に
対
す
る
立
ち
寄
り
強
化
な
ど
、
被
害

防
止
に
向
け
た
警
戒
活
動
を
行
い
ま
す
。

安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

現
在
、
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
近
く
治
療
薬

も
承
認
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
現
時
点

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重
症
化
を
防

ぐ
唯
一
の
手
段
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
ご

自
身
、
ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
守

る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
災
害
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
自
然
災
害
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
災

害
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
瑞
浪
市

内
で
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
、
大

湫
町
の
大
杉
の
倒
木
、
国
道
19
号
線
の

土
砂
崩
れ
、
住
家
や
農
地
、
小
学
校
施

設
な
ど
約
１
０
０
カ
所
に
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
７
月
、
８
月

と
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
床
上
・
床
下
浸

水
、
道
路
被
害
・
土
砂
崩
れ
・
河
川
法
面

崩
壊
な
ど
約
80
カ
所
に
被
害
を
受
け
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
復
旧
・
復
興
に
は
、国
・

県
そ
し
て
建
設
業
協
会
な
ど
関
係
者
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
は
、
全
国
ど
こ
で
も
い
つ
で

も
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
は
、
国
、

県
の
防
災
関
係
職
員
、
電
力
供
給
事
業

者
、
警
察
、
消
防
長
・
消
防
団
長
な
ど

で
構
成
さ
れ
る「
瑞
浪
市
防
災
会
議
」を

設
置
し
て
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
実
施
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

て
防
災
士
の
育
成
や
、
平
時
の
防
災
講

座
や
防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
災
害

時
に
冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
象
庁
や
国
土
交
通
省
な
ど

か
ら
気
象
情
報
を
入
手
し
、
分
析
し
て

防
災
行
政
無
線
、防
災
ラ
ジ
オ
、絆
メ
ー

ル
な
ど
で
早
め
の
災
害
情
報
や
避
難
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
近

年
は
精
度
の
高
い
気
象
情
報
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
自
ら
判
断
を
し
て
避
難
な

ど
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ど
う
か
、
日
頃
か
ら
、
情
報

入
手
の
手
順
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

市
長
　
水
野
光
二

「
災
害
時
に

自
ら
判
断
を
し
て
行
動
」

コ
ロ
ナ
下
で
明
ら
か
に
な
っ
た「
生
活

時
間
」と「
労
働
」の
問
題
。「
マ
チ
ベ
ン
」

（
町
の
弁
護
士
）と
し
て
名
古
屋
市
を
中
心

に
ご
活
躍
の
田
巻
紘
子
弁
護
士
を
お
招
き

し
、
誰
も
が「
生
活
時
間
」を
確
保
で
き
る

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。
現
在
子
育
て
中
で
も
あ
る
田
巻

先
生
の
考
え
る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン

ス
と
は
？
こ
の
機
会
に
、そ
れ
ぞ
れ
の「
生

活
時
間
」に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

◆
日　
時　
11
月
19
日（
土
）　
13
時
30
分
～
15
時（
開
場
13
時
）

◆
場　
所　
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　
講
堂

◆
講　
師　
田
巻　

紘
子 

氏（
弁
護
士
法
人
名
古
屋
南
部
法
律
事
務
所
所
属
弁

護
士
）

◆
定　
員　
80
名（
先
着
順
）

◆
参
加
費　
無
料（
無
料
託
児
あ
り
）

◆
申　
込　
11
月
４
日（
金
）ま
で
に
、
住
所・氏
名・電
話
番
号・託
児
希
望
の
有

無
を
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。）

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
開
催
し
ま
す
が
、
状
況

に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
の
際
に
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
講
演
会
会
場
で
は
、
自
然
換
気
を
行
う
た
め
、
調
整
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
市
民
講
演
会

「
生
活
時
間
を
確
保
で
き
る
労
働
を
　
～
コ
ロ
ナ
危
機
下
で
考
え
る
」

青色のLEDを使って白いライトができる？！色の不思議を楽しんでみよう。
◆日　時　10月30日(日)　①10時～11時　②13時30分～14時30分
◆対　象　5歳以上　5歳～小学校6年生は保護者同伴
◆参加費　350円
◆申　込　当日自由参加

「アオナノニライトを作ろう！」

回っているコマにライトを当てると絵が動いて見える？！
水滴などの不思議な動きも観察できる、小さなストロボライ
トを作ります。
◆日　時　10月30日(日)
　　　　　①11時30分～12時30分
　　　　　②15時～16時
◆対　象　小学校3年生以上　各回6名
　　　　　ただし小学校3年生～6年生は保護者同伴
◆参加費　1,500円
◆申　込　10月15日(土)　9時から電話にて　先着順　定員になり次第締め切り

「ミニミニストロボライトを作ろう！」

◎問合せ　多治見警察署警務課　22-0110（代表）

申　込
問合せ

サイエンスワールド 検 索

岐阜県先端科学技術体験センター
（サイエンスワールド）

☎ 66-1151

サ
イ
エ
ン
ス

な
び

SCIENCE
NAVI

市
長
か
ら
の

発
信

◎
申
込
・
問
合
せ　
生
活
安
全
課　
☎
６
８‐９
７
４
８　
FAX

６
８‐２
２
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

メール seikatu@
city.m

izunam
i.lg.jp
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図書館職員が送る 10月の特集本
1872年10月14日に開業した鉄道が今年で150周年を迎えます。
★このほかにも、図書館に入ってすぐの特集本コーナーに用意してお待ちしています。鉄道開業150周年

『新　青春18きっぷの教科書』
「旅と鉄道」編集部/編

天夢人/刊

『鉄道車両陸送』
菅野照晃/著

イカロス出版/刊

1日乗り放題の18きっぷで、いっ
たいどこまで行けるだろうか？名古
屋発の始発なら四国・九州の主要都
市まで移動が可能です。泊まりで行
く旅の行程も紹介します。車窓を見
て駅弁を食べて目いっぱい楽しんで
ください。

本書では著者撮影の鉄道陸送写真
を通じて陸送の方法や手順、撮影の
仕方や陸送情報の集め方を紹介して
います。鉄道が見慣れた道路を走る
非日常的な光景はまさに壮観です。
写真が大きく見やすいためお子さん
も楽しめる１冊です。

似
顔
絵
作
家
さ
か
い
ゆ
か
が
似
顔
絵

屋
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
と
し
て
活
動
し
て
き

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
人
を
笑
顔
に

し
た
い
と
東
濃
地
域
を
中
心
に
活
動
し
、

今
ま
で
に
２
５
０
０
人
以
上
の
笑
顔
を

描
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
集

大
成
を
展
示
し
ま

す
。
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
10
月
15

日（
土
）10
時
よ
り

似
顔
絵
教
室
を
開

催
し
ま
す
。（
事
前

申
込
制
）

ミ
ス
テ
リ
ー
は
お
好
き
で
す
か
？

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
、
エ
ル
キ
ュ
ー

ル・
ポ
ア
ロ
、
明
智
小
五
郎
、
金
田
一
耕

助
。
国
外・国
内
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
名
探

偵
た
ち
は
、
今
も
多
く
の
読
者
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
そ
ん
な
世

界
各
国
の
探
偵
を
本
と
共
に
紹
介
し
ま

す
。
展
示
さ
れ
て

い
る
本
は
、
貸
出

が
可
能
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
が
お
え
展

ミ
ス
テ
リ
ー
の
系
譜
展

10
月
の
ミ
ニ
展

10
月
１
日（
土
）～
10
月
20
日（
木
）

10
月
22
日（
土
）～
11
月
6
日（
日
）

秋は、快適に過ごせる気候になり、日が早く暮れ、夜が長くなります。そんな心地の良い秋の夜長には、
ミステリー小説を楽しみませんか？昨年に出版されたミステリー小説で、特におすすめしたい本はこちら。

＃秋のミステリー
市役所（1階市民相談室）

行政相談 人権こまりごと相談 消費生活相談 住宅修繕相談

11月14日(月)
13時30分～16時
＊行政全般に関するご
相談を受け付けます。

生活安全課�☎ 68-9748

11月17日(木)
13時30分～16時

生活安全課�☎ 68-9748

毎週火曜日10時～16時
＊専門相談員による消費生活
　相談（予約制）
＊多重債務相談随時受付

生活安全課�☎ 68-9748

11月16日(水)
10時～15時

都市計画課�☎ 68-9890

保健センター（1階相談室） 総合文化センター 陶児童館

弁護士による法律相談 身体障がい者相談 司法書士による
無料法律相談 移動家庭児童相談

11月1日(火)
10時30分～12時
11月17日(木)
13時30分～16時
＊予約受付10月20日(木)～
生活安全課�☎ 68-9748

11月7日(月)
10時～12時

社会福祉課�☎ 68-2113

11月9日(水)
18時～20時
［場所］視聴覚室
［予約］平日13時～16時

岐阜県司法書士会�☎ 058-248-1715

11月2日(水)
10時～12時

子育て支援課�☎ 68-2115

ハートピア（相談室） 教育支援センター

心配ごと相談 高齢者･障がい者
権利擁護相談 結婚相談 教育相談

11月7日(月)･14日(月)
21日(月)・28日(月）
13時30分～16時

社会福祉協議会�☎ 68-4148

11月17日(木)
13時30分～15時30分

社会福祉課�☎ 68-2113

11月2日(水)・13日(日)
27日(日)
10時～16時

子育て支援課�☎ 68-2115

毎週火･木曜日
13時～16時
教育相談室� ☎ 67-3338
電話がつながらない場合は
学校教育課（☎ 68-9833）
までご連絡ください。

母子相談 障がい者就労巡回相談
11月16日(水)
10時～15時

子育て支援課�☎ 68-2115

11月15日(火)
13時30分～15時

社会福祉課�☎ 68-2113

11月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

11月の斎場のお休み　環境課　 68-9806

文化施設　11月の休館日

○市県民税(特別徴収)� 10月分� 11月10日㈭

○国民健康保険料� 11月分� 11月30日㈬

○後期高齢者医療保険� 5期分� 11月30日㈬

○保育料� 11月分� 11月30日㈬

○上下水道料金・し尿処理手数料� 10月分� 11月30日㈬

○市営住宅使用料� 11月分� 11月30日㈬

○介護保険料� 11月分� 11月30日㈬

総合文化センター 7日、14日、21日、28日

市民図書館 7日、14日、21日、28日、30日

市民体育館 4日、7日、14日、21日、24日、28日

化石博物館

陶磁資料館

市之瀬記念美術館

4日、7日、14日、21日、24日、

28日、30日

自然ふれあい館 4日、7日、14日、21日、24日、28日

サイエンスワールド 7日、14日、21日、28日4日㈮・10日㈭・16日㈬・22日㈫・27日㈰

児童相談

児童相談所全国共通ダイヤル

11月24日(木)10時～15時
子育て支援課�☎ 68-2115

虐待かもと思ったら�☎ 189へ

学校でのいじめについて、悩まず電話
してください。いじめを見たり、聞いた
りしたことの相談でもかまいません。

☎ 080-1615-2571
☎ 080-1614-2572

いじめ110番ダイヤル

『六人の嘘つきな大学生』
浅倉　秋成／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ／刊

『悪童たち　上・下』
紫金陳／著
早川書房／刊

『アクティベイター』
冲方　丁／著
集英社／刊

『自由研究には向
かない殺人』
ホリー・ジャクソン／著
東京創元社／刊

夜の読書会
第4回目のテーマ
『ミステリーな本』

10月22日（土）19時～20時
（閉館後に開催します）

◆定員　10名　◆参加費　無料
◆場所　瑞浪市民図書館
◆持ち物　紹介したい本
◆受付　10月１日（土）から
＊事前申込が必要です。

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更または中止になる場合があります。

瑞浪市民図書館　本館 ☎68-5529ほん！日和まいにちが11月の困りごと相談 
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種類 対象年齢 標準的な接種期間・接種間隔など 回数 接種方法
集
団
予
防
接
種

BCG 1歳未満
生後5か月～8か月未満
＊生後6か月になる方を対象
に、個別にご案内します。

1回

【対象】令和4年4月生まれ
【日時】10月24日（月）
　　　13時10分～受付
【場所】保健センター

個
別
予
防
接
種

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ロタリックス 生後6週～24週 生後2か月～
出生24週0日

＊各種1回目は出生
14週6日までに
接種。間隔は27
日以上あける。

2回

①希望する指定医療機関へ直接
電話で予約してください。
②予診票と母子健康手帳を持参
し接種してください。

ロタテック 生後6週～32週 生後2か月～
出生32週0日 3回

B型肝炎 1歳未満
生後2カ月～9カ月未満（27日以上空ける） 初回2回
1回目から139日以上空ける 追加1回

ヒブ 生後2カ月～5歳未満
＊開始する月齢に
より、接種回数
が異なります。

生後2カ月～7カ月未満（27日以上空ける） 初回3回
初回終了後7カ月～13カ月 追加1回

小児用
肺炎球菌

生後2カ月～7カ月未満（27日以上空ける） 初回3回
初回終了後60日以上空けて、1歳～1歳3カ月 追加1回

4種混合
百日せき・ジフテリア
破傷風・ポリオ

生後3カ月～
7歳6カ月未満

生後3カ月～1歳未満（20日以上空ける） 初回3回

初回終了後1年～1年6カ月 追加1回

水痘 1歳～3歳未満 1回目は1歳～1歳3カ月、
2回目は1回目から6～12カ月空ける 2回

麻しん
風しん
混合

第1期 1歳～2歳未満 1回

第2期 5歳～7歳未満で、
小学校就学前1年間

【令和4年度対象者】
平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ
＊個別でご案内しました。（令和4年4月）

1回

日本
脳炎

第1期
初回 生後6カ月～

7歳6カ月未満

3歳～4歳未満
（6日以上空ける） 2回 ①10月17日(月)までに、申込は

がき（予防接種のしおり内）を保
健センターへ提出してください。
＊申し込み後に医療機関の変更はできません。
②11月以降に、希望した指定医療機
関へ直接電話で予約してください。
＊令和5年4月末日までに予約･接
種してください。
③予診票と母子健康手帳を持参し接種してください。
〈日本脳炎の接種について〉
＊詳細については、
　市のホームページ
　をご確認ください。

第1期
追加

4歳～5歳未満
（初回終了後、概ね1年空ける） 1回

第2期 9歳～13歳未満

【令和4年度対象者】
平成23年4月2日～
平成25年4月1日生まれ（小学4、5年生）
＊小5：個別でご案内しました。（令和4年4月）
　小4：個別でご案内しました。（令和4年8月）

1回

ジフテリア
破傷風 第2期 11歳～13歳未満

【令和4年度対象者】
＊平成22年4月2日～平成23年4
月1日生まれ（小学6年生）

＊個別でご案内しました。（令和4年3月）

1回

ヒトパピローマ
ウイルスワクチン
（子宮頸がん予
防ワクチン）

小学6年生～高
校1年生に相当
する年齢の女子

中学1年生に相当する年齢。
・サーバリックス（2価）
・ガーダシル（4価）
＊ワクチンごとに接種間隔
が定められています。
＊個別でご案内しました。（令和4年4月）

3回

＊詳細については、
　市のホームページ
　をご確認ください。

＊定期予防接種は、標準的な接種期間・接種間隔でワクチンを接種することで、かかりやすい感染症を防ぐ効果があります。接
種していない予防接種がないか、母子健康手帳で確認しましょう。
＊新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで実施します。� ◎問合せ　健康づくり課　☎ 68-9785

日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
平
成
14

年
に
町
内
北
野
地
区
に
登

り
窯『
天
神
窯
』を
開
窯
以

来
、
２
年
に
一
度
、
お
地

蔵
さ
ん
、
招
き
猫
、
蚊
や

り
タ
ヌ
キ
な
ど
テ
ー
マ
を

決
め
て
焼
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
見
合
わ
せ
て
い
た

焼
成
を
４
年
ぶ
り
に
実
施

し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
幸
せ
を
呼
ぶ
鳥「
ふ
く
ろ
う
」。
ま
ち
づ

く
り
の
メ
ン
バ
ー
や
一
般
参
加
者
に
よ
る
型
づ
く
り
の〝
ふ
く

ろ
う
〟の
ほ
か
、
ふ
く
ろ
う
オ
ブ
ジ
ェ
教
室
で
参
加
者
の
方
が

つ
く
ら
れ
た
作
品
、
寿
大
学
学
級
生
に
よ
る
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、

日
吉
公
民
館
講
座
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
や
10
月
に
開
催
予
定

の
小
学
生
教
室
の
作
品
等
を
11
月
に
焼
成
予
定
で
す
。

ま
た
本
年
度
、
日
吉
が
当
番
を
務
め
る〝
中
学
生
と
語
る
会
〟

は
、
こ
の
焼
成
事
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
11
月
26
日（
土
）に
天

神
窯
で
開
催
予
定
で
す
。
そ
の
際
、
語
る
会
に
参
加
予
定
の
中

学
生
が
７
月
に
制
作
し
た
作
品
も
入
っ
た
窯
へ
の
薪
く
べ
体
験

も
計
画
中
で
す
。

◆
施
釉
、
窯
入
れ　
11
月
20
日（
日
）

◆
焼
成　
　
　
　
　
11
月
25
日（
金
）～
27
日（
日
）

◆
窯
出
し　
　
　
　
12
月
４
日（
日
）

日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

丹
に

羽
わ

　真
ま

幌
ほろ

ちゃん
10月27日生　小田町

♥ 稲
いな

垣
がき

　澪
みお

ちゃん
10月30日生　学園台

♥春
かす

日
が

井
い

絵
え

茉
ま

梨
り

ちゃん
10月22日生　上野町

♥吉
よし

川
かわ

　依
い

吹
ぶき

ちゃん
10月11日生　西小田町

♠

①氏名･ふりがな　②性別　③住所　④誕生日　⑤電話番号　を明記し、
写真と一緒に、次のいずれかの方法で送ってください。
締切り…【11月生まれ】11月7日（月）　【12月生まれ】12月5日（月）
●メール　info@city.mizunami.lg.jp　へ
●郵送　〒509-6195　上平町1-1　瑞浪市役所「広報みずなみ」担当あて
●直接　市役所4階の「記者室」へ　◎問合せ　企画政策課　☎ 68-9735
＊メールでご応募いただいた場合、お礼のメールを返信させていただいてお
ります。メールが届かない場合、企画政策課までお問い合わせください。

令和3年11月･

12月生まれの

赤ちゃん募集！

もうすぐ1歳

ち び と も今月1歳になる、みずなみのルーキーたちです。
元気に育ってね！

HAPPY BIRTHDAY子どもの定期予防接種
予防接種の詳細、指定医療機関は｢令和4年度　瑞浪市健康カレンダー (乳幼児版)｣をご覧ください。
転入等で予診票をお持ちでない方は、健康づくり課までご連絡ください。

まちづくり活動のコーナー

◎
問
合
せ　
日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

☎
６
９‐２
０
３
６　
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11月の予定
▷表の見方
区分 親子で遊ぶ時間
午前 9：30～12：00

午後
（☆）

13：00～14：00「愛モア」
13：00～15：00「おんぶにだっこ」
　　　　　　　　「ハグハグ」、「スマイル」

開所時間　月曜日～金曜日　8：30～17：00
　　　　　土曜日　　　　　8：30～12：00

区分 年齢の目安
☆ 0歳～就学前まで

うさぎ
（2歳児）

平成31年4月2日～令和2
年4月1日生まれの子と親

ぺんぎん
（1歳児）

令和2年4月2日～令和3年
4月1日生まれの子と親

ひよこ（0歳児）令和3年4月2日以降生まれの子と親
ねんね 生後7か月頃までの子と親

▪親子…10時～（要予約）
年齢に合わせた親子遊びをします。
▪歯科相談…歯科について保健センターの
歯科衛生士に相談できます。（10時30分～）

＊プレママデー（予約不要、母子手帳持参）
　初めて出産される方。不安なことや赤ちゃ
んを迎える準備について、先輩ママとお話
ししませんか？各センターの「ひよこ」「ね
んね」の日の10時から設けています。ぜひ
お越しください。

《ファミリー・サポート・センター》
～あなたの子育て、お手伝いします♪～
・仕事の都合で、保育施設への送迎ができない
・病院・美容院・参観日など、子ども連れでは
出かけにくい。

・リフレッシュしたいので、子どもを預けたい。
一時的に保育が必要な時にご利用ください。
援助会員（サポートさん）が心をこめてお世話
します。
ご利用いただける対象年齢は、おおむね1歳
から10歳のお子さんです。
＊ファミリー・サポートの利用には事前に登
録が必要です（登録無料）。

＊お子さんのお世話をしてくださる援助会員
も募集しています。

詳しくは、各子育て支援センター・市役所子
育て支援課にお問い合わせください。

＊2歳未満のお子さんは感染予防のため、バスタオル等お子さんの敷物をご持参ください。� ◎問合せ　健康づくり課　☎ �68-9786

乳幼児健診・相談・歯みがき教室�● 11月分 ●

新型コロナウイルス感染症の発生状況により、中止または縮小して実施となる場合があります。また、新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で実施します。
場所＝保健センタ－／料金＝無料

２歳は、骨が伸びて筋肉が増えてくる時期です。１年間で、身長は７～８㎝、体重は２㎏ずつ増えていきま
す。たくさんの栄養を必要としますが、自我が強くなると偏食やムラ食いが出てくることもあり、ママたちも
食べさせるのに大変な時期ですね。偏食は、脳が発達してきたために起こります。まずはお子さんの成長を喜び、
そのうえで、どんな工夫をするといいかをお子さんに合わせて考えてみましょう。
　

2歳児の1日の食品の目安量

胃の大きさは大人の胃の1/4（300～350ml）になり、1回量も増えてきています。食事のバランス、生活リ
ズムをしっかりと整え、成長発達に必要な食事をしっかりとりましょう。

脳(五感)で　「食べたい、食べたくない」を判断しています。見た目、食感、噛んだ時の音など、お子さ
んにとって「いやだ」と感じた場合、「食べたくない」と判断しています。
まずは、食事の時間を空腹でむかえていますか？次に、食品(食事)の見た目や、におい、口あたり、や
わらかさはお子さんに合っていますか？噛む力は体重に比例するため、大人の５分の１くらいしかありま
せん。歯の状態に合わせて、肉や野菜の切り方などを変えてみるなど、ひと手間加える必要があります。

タンパク質食品 野菜
いも 海藻 きのこ

類

エネルギー源
果物

乳製品 卵 魚 肉 大豆
製品 緑黄色 淡色 穀類 調味料

牛乳
400㎖

全卵
1個

サケ
20g

豚肉
20g

豆腐
40g

20g
×
３回

25g
×
３回

50g 焼きのり
3g

えのき
5g

ご飯
80g
×
３回

油
3g

砂糖
5g

りんご
100g

キッズ食育講座40～身長が伸びて筋肉がついてくる２歳児～ 

健診･相談･教室名 実施日 受付時間 対象者 持ち物
４カ月児健康診査 11月29日(火) 個別でご案内します 令和4年7月生まれ 母子健康手帳

問診票
アンケート
すこやかファイル

１歳６ヵ月児健康診査
11月� 4日(金)

個別でご案内します 令和3年3月生まれ
11月11日（金）

３歳児健康診査 11月25日(金) 個別でご案内します 令和1年11月生まれ
母子健康手帳
問診票･アンケート
早朝尿（容器を送付します）
すこやかファイル

乳幼児相談 11月� 7日(月） 9：00～11：00受付 乳幼児相談希望者
※要予約（3日前まで） 母子健康手帳

６カ月児教室 11月� 1日(火) 第1子10：30～10：40受付第2子� 9：20～� 9：30受付 令和4年5月生まれ 母子健康手帳
すこやかファイル８カ月児教室 11月� 1日(火) 第1子14：00～14：10受付第2子13：00～13：10受付 令和4年3月生まれ

10カ月児教室 11月28日（月） 個別で案内します 令和4年1月生まれ 母子健康手帳・アンケート
すこやかファイル

１歳児すくすく教室 11月17日（木）第1子10：30～10：40受付第2子� 9：20～� 9：30受付 令和3年11月生まれ
母子健康手帳
すこやかファイル

１歳６カ月児はみがき教室 11月15日（火） 個別でご案内します 令和3年5月生まれ 母子健康手帳
歯科カード

２歳児歯みがき教室 11月24日（木） 個別でご案内します 令和2年11月生まれ 母子健康手帳
すこやかファイル２歳６カ月児歯みがき教室 11月� 8日（火） 令和2年5月生まれ

《ふれあい体操》～親子でレッツトライ！～
講師を招いて、親子体操をします。親子でスキンシップをとりながら

楽しく体を動かすことで、リフレッシュしましょう♪

◆場　所　おんぶにだっこ　ホール
◆時　間　10時～11時（開始10分前には受付を済ませましょう）
◆持ち物　飲み物�・動きやすい服装
◆定　員　各回12組
＊お子さんが2人以上いる場合は上の子の年齢に合わせて申し込みをして
ください。

◆申　込　10月11日（火）9時30分から
　　　　　全支援センターにて予約受付開始（電話も可）

日　時 対象年齢
11 月  8 日（火） 1歳児（ぺんぎん）
11月  9 日（水） 0歳児（ひよこ）
11月 11日（金） 2歳児（うさぎ）

要予約

おんぶにだっこ
（稲津小となり）
☎ 66-1064

愛モア
（みどり幼児園内）
☎ 66-1325

ハグハグ
（桔梗幼児園内）
☎ 67-1136

スマイル
（竜吟幼児園内）
☎ 63-2060

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1 火 ぺんぎん ☆ 閉所(体験入園) ひよこ ☆ ☆
2 水 ひよこ 閉所(体験入園) ぺんぎん うさぎ ☆
3 木 文化の日
4 金 うさぎ ☆ 閉所(入園申し込み) ☆ ぺんぎん ☆
5 土 ☆ ☆ ☆ ☆
6 日
7 月 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
8 火 ぺんぎん

ふれあい体操 閉所 うさぎ ひよこ 閉所 ☆

9 水 ひよこ
ふれあい体操 ☆歯科相談 ぺんぎん うさぎ親子 ☆

10 木 ☆歯科相談 ぺんぎん ☆ うさぎ ☆ ねんね
11 金 うさぎ

ふれあい体操 ☆ ひよこ ☆ ぺんぎん親子 ☆
12 土 ☆ ☆ ☆ ☆
13 日
14 月 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
15 火 ぺんぎん ☆ うさぎ ひよこ親子 ☆ ☆
16 水 ねんね ☆ ぺんぎん うさぎ ☆
17 木 ☆ ぺんぎん ☆ うさぎ ☆ ひよこ
18 金 うさぎ ☆ ひよこ ☆ ぺんぎん

歯科相談 ☆
19 土 ☆ ☆ ☆ ☆
20 日
21 月 ☆ ☆ ☆ ☆歯科相談 ☆
22 火 ぺんぎん ☆ うさぎ親子 ねんね ☆ ☆
23 水 勤労感謝の日
24 木 ☆ ぺんぎん親子 ☆ うさぎ ☆ ひよこ
25 金 うさぎ ☆ ひよこ ☆ ぺんぎん ☆
26 土 ☆ ☆ ☆ ☆
27 日
28 月 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
29 火 ぺんぎん ☆ うさぎ ひよこ ☆ ☆
30 水 ひよこ親子 ☆ ぺんぎん うさぎ ☆

＊午前中は電話がつながりにくい時があります。＊新型コロナウイルスの影響により、予定は変更になることがあります。

子育て支援センターだより　　子どもの健康情報
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乾燥野菜de味噌玉づくり　　　　　

親子で楽しむ音遊び　　　　
音楽に合わせて、楽しくスキンシップ。

◆日　時　10月20日・27日、11月10日・24日、12月8日・22日
　　　　　全6回�木曜日　10時～11時
◆定　員　10組（未就園児対象）� ◆場　所　釜戸公民館�多目的ホール
◆持ち物　ヨガマット・補給用水分� ◆受講料　2,000円（１組）
◆申込期限　10月13日（木）

だしの専門家に教えていただきながら、味噌玉づくりをしませんか？　教室の後半は日吉町農産
加工所『天狗の台所』に場所を移し、味噌玉づくり等で使える乾燥野菜づくりを体験していただきます。

◆日　時　10月22日（土）10時～11時30分
◆場　所　日吉公民館研修室ほか
◆受講料　1,500円（味噌玉材料費・乾燥施設利用料含む）
◆持ち物　味噌玉を持ち帰るための容器・乾燥するための野菜
◆定　員　10名（先着順）
◆申込期限　10月14日（金）
＊教室で乾燥した野菜は翌日以降のお渡しになります。

＊掲載されている事業は、新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で開催します。
＊新型コロナウイルス感染拡大の影響により、延期または中止となる場合があります。

地区公民館講座案内� 受講を希望される方は各公民館へお申し込みください。

日吉公民館　☎ �69-2036

釜戸公民館　☎ �63-2005

釜戸フォーク村　　　　　コンサート“ふらっと”

悪天候の際の中央公民館利用について

フォークソングやオリジナルの楽曲を披露するコンサートを開催します。
色あせることのないフォークソングを一緒に楽しみませんか？
“ふらっと”お気軽にお越しください。

◆日　　時　11月12日（土）
　　　　　　14時開演／13時30分開場
◆会　　場　総合文化センター　講堂
◆発表団体　釜戸フォーク村
◆定　　員　80人（先着順）
◆入 場 料　無料（要整理券）

悪天候等により、当館地域に避難指示が発表されている間は、施設利用を停止します。利用予約
をしていただいている方も利用出来ませんのでご了承ください。
広報・防災ラジオなどの防災情報に十分注意し、対応していただきますようお願いいたします。

地元の「公民館」元気プロジェクト　「睡眠」と「健康」の知恵袋講座
「眠りたくてもなかなか眠れない」、「年齢とともに眠りが浅くなった」など、睡眠のお悩みはありま
せんか？眠りと健康の意外な関係をご紹介します。講座終了後、血管年齢測定器で血管年齢を測っ
てみましょう！

◆日　時　11月9日（水）　10時30分～12時
◆場　所　総合文化センター　講堂� ◆定　員　30名程度
◆受講料　無料� ◆講　師　明治安田生命保険相互会社
◆対　象　一般� ◆申込期限　11月４日（金）

中央公民館講座案内� 受講希望の方は社会教育課へお申し込みください。ホワイエふれあいコンサートVol.60

整理券配布時に代表者様の氏名・連絡先をご記入いただきます。
整理券は、氏名・連絡先をご記入いたただき、開催日当日に提出してください。提出されな
い場合は入場をお断りいたしますので、あらかじめご了承ください。
＊新型コロナウイルス陽性者が発生した場合に、保健所等の公的機関に情報提供します。
　本事業の目的以外では利用しません。

◆発行日　10月4日（火）から　◆場　所　総合文化センター

中央公民館自主事業
ポピンズシアター

クリスマスキッズコンサート
お子様とその保護者の皆さまが一緒になって楽しんでいただけるクリスマスのコンサートです。
◆日　　時　12月3日（土）　11時開演（50分程度）／10時30分開場
◆場　　所　総合文化センター　講堂
◆キャスト　〇ポピンズシアター　三宅�恵理、後藤�優子
　　　　　　〇ピアニスト　髙橋�早紀子
◆入 場 料　500円、3歳未満無料（0歳より入場可）
　　　　　　対象年齢　3～9歳向け
　　　　　　＊全席自由席
　　　　　　＊保護者要同伴
　　　　　　＊チケット購入はお一人様4枚まで
　　　　　　＊チケット購入時に代表者様の氏名・連絡先をご記入いただきます

◆チケット販売　総合文化センター
　　　　　　10月18日（火）9時～
　　　　　　＊チケットに氏名・連絡先をご記入いたただき、開催日当日に提出してください。

（新型コロナウイルス陽性者が発生した場合に、保健所等の公的機関に情報提供します。
本事業の目的以外では利用しません。）

後藤優子

髙橋早紀子

三宅恵理

天候その他不測の事態により変更となる場合は、ホームページ等でお知らせします。

総合文化
センターイベント情報 社会教育課（総合文化センター内）

☎ 68-5281講座・催し物のお問い合わせ
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岐阜県　文楽・能大会には出演する予定です

瑞浪市においては1,134人の方々が犠牲となりました

しっかり司書になりきり、真剣な表情で体験をしていました

すえっこくんも、子どもたちと一緒に参加していました

日
吉
町
の
半
原
公
民
館(

文
楽
館)

で
、

半
原
操
り
人
形
浄
瑠
璃（
通
称
半
原
文

楽
）で
使
用
す
る
人
形
の
衣
装
約
80
点

の
虫
干
し
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

虫
干
し
作
業
は
毎
年
８
月
上
旬
に
、

半
原
操
り
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会
が
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
14
人
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
併
せ
て
人
形
の
簡
易
な
補
修

等
も
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
の
半
原
文
楽
の
日
の
公

演
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
す
。

瑞
浪
市
遺
族
連
合
会
は
、
終
戦
記
念

日
で
あ
る
８
月
15
日
に
、
市
内
13
カ
所

の
戦
没
者
慰
霊
碑
を
巡
回
参
拝
し
、
戦

没
者
慰
霊
碑
献
花
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

遺
族
連
合
会
会
長
の
後
藤
𠮷
伸
さ
ん

は
、「
家
族
を
残
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
気
持
ち
を
思
う
と
、
胸
が

痛
む
。
現
在
の
平
和
は
、
多
く
の
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
。」と
話
し
、
参
列
者
が
献
花
し

ま
し
た
。

市
民
図
書
館
に
て
、「
夏
の
わ
く
わ
く

図
書
館　
子
ど
も
図
書
館
司
書
体
験
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

閉
架
書
庫
の
見
学
や
本
の
貸
し
出
し

作
業
、
自
分
で
選
ん
だ
本
の
ポ
ッ
プ
作
成

を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
、「
本
の
貸
し
出
し

や
返
却
は
い
つ
も
見
て
い
る
か
ら
簡
単
だ

け
ど
、
本
を
本
棚
に
戻
す
作
業
が
大
変

だ
っ
た
」「
司
書
の
仕
事
は
、
本
の
貸
し
出

し
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
驚
い
た
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

陶
幼
児
園
に
て
、
お
年
寄
り
と
子
ど

も
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
市
社
会
福
祉
協
議
会
陶
支
部

主
催
で
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
マ
グ
カ
ッ
プ

の
絵
付
け
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み

ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
瑞
浪

の
お
祭
り
は
中
止
で
悲
し
か
っ
た
け
ど
、

今
日
お
祭
り
に
来
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」

「
マ
グ
カ
ッ
プ
が
完
成
す
る
の
が
楽
し

み
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財

半
原
文
楽
　
衣
装
の
虫
干
し

恒
久
平
和
を
祈
念

戦
没
者
慰
霊
碑
献
花
式

身
近
な
仕
事
を
体
験
し
よ
う

子
ど
も
図
書
館
司
書
体
験

暑
さ
に
負
け
ず
輝
く
笑
顔
！

お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
夏
祭
り

8/7
（日）

8/15
（月）

8/20
（土）

8/26
（金）

編
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市ホームページの「まちかど写真館」では下記以外
の記事も掲載しています。

広報担当者が取材した市内のイベントや最近の話題を紹介します。

まちかど写真館まちかど写真館　瑞浪市 検 索

瑞浪市の人口=36,299人（15,582世帯）　＊9月1日現在
SNS でも
情報発信しています

Twitter InstagramYouTube


